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  ギタリストインタビュー〜T-cophony

  


  ニューアルバム「Solitary walk」をリリースし、9月からはライブを行うなど、これまでの活動から変化を見せるT-cophonyに、前作からの心境の変化、現在、そして今後について深く語ってもらいました。
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  ■前作「Pressed for time」で出し切った感がありました

  

  -まずはニューアルバムについてお聞きます。「Solitary walk」というタイトルですが、どのようなコンセプトでしょうか。

  

  T-cophony(以下、T)：アコースティックギターのインストでやりたかったのは自主制作の前作「Pressed for time」で出し切った感がありました。前作はコンセプトを決めてイメージ通りにできたのですが、今回は新しい曲は浮かんでも、コンセプトというのは考えていませんでした。

  アルバムを出す予定も無かったのですが、TRレーベルの高井さんから去年の9月頃に、レーベルを立ち上げたいという話がありました。高井さんは元々楽器卸業者（TR music）の社長で、3年くらい前からピックアップなどでいろいろ付き合いがあったんです。違うレーベルには2008年頃に所属して、アルバムを全国でリリースもしていましたが、レーベルから出すメリットというのはあまり無いと感じていました。自分にとってレーベルでの大きなメリットと言ったら、あの人でいっぱいのむさ苦しい電車に乗らずに送迎して貰える事くらい。

  自分で音源やPVを作り、今まで自主制作で出していたので、やりたいことは自分で出来てしまうんです。レーベルに入る必要というのは無いのかなと感じていて、もう二度とレーベルには入るつもりはありませんでした。そもそも自分の音楽を無理矢理人に聴かせたいという気持ちがありません。例えばどこかのお店に入って同じ音楽が繰り返し流れていたら、最初は好きな曲でなくても耳に自然に残ってしまうことがあると思います。こういった戦略が嫌いだし、自分のペースで制作すれば聴きたいと思ってくれる人が聴いてくれるので、こういった現状でよいと思っていました。

  高井さんは、僕の音楽がテレビに出たりしてある程度有名にはなったけれども、まだまだメジャーではないと感じていて、それをもどかしく思っていたということで、レーベルを立ち上げてアルバムを出さないかと言われました。自分一人での活動で満足ではあるのですが、確かにビジネス的には難しいとは思っていました。今の日本、世界の音楽市場では何かに使われ、どれだけ流れて、知られるきっかけを作らないとヒットはしないということはわかっていて、いい曲だからヒットするという世界ではないこともわかっているので、いろいろ悩むこともありました。

  僕が音楽を作る理由というのは、人のためではなく、自分のためということが大きく、他にも理由はあるのですが、CDをリリースするのはビジネス的に必要ではあっても有名にはなりたくないという矛盾があります。

  この矛盾を埋めるために、レーベルに入ればよいのかと感じました。高井さんは人に押し付けることはしないし、僕の性格もわかっているので意気投合して、アルバムを出そうという話になりました。

  ただ、当初アルバムを作るつもりが無く、曲が出来ていた訳ではありません。高井さんからは、去年の9月頃から、年を明けてからとか、6月くらいまでには出してほしいと言われていたので何とかしたいとは思っていたのですが、僕は絞り出して曲を作るということをしたことがないんです。人に頼まれて作った事もないんですね。曲が自然と浮かんできて、たまったらアルバムを出すというのが自分のペースなんです。これでは無理かなと思っていました。

  僕は11月、12月の木が枯れたりちょっと寂しい感じがする時期が一番好きなのですが、毎年この時期は曲がすごく浮かんでくるんです。10月頃には曲が出来ないので無理です、と話していたのですが、11月に入ってからどんどん曲が浮かんできて、今回のアルバムの4分の3くらいはできていました。1月にはほとんど完成しましたね。なので、コンセプトというほどのコンセプトは無いのですが、アルバムタイトルの「Solitary walk」は独り歩きということで、このアルバムだけのことではないですが、僕は自分が聴きたい曲を作り、一人で歩いている時にその曲を聴いて気分を上げるということをしています。今回出来上がった曲たちもそのイメージが近いと思い、このタイトルにしました。

  

  -前回のインタビューでもうかがいましたが、こういう曲を作ろうというより、曲が自分の中から湧き出てくるという感じなのでしょうか。

  

  T：例えば、旅行に2週間くらい行って帰ってくると、自分の家の感覚が違うことがありませんか。違和感があるというか、見慣れた部屋でも何か落ち着かなくて、2、3時間すれば元に戻るという感じです。ある程度は誰もが感じるものだと思いますが、自分にはその感覚が1日に数回来るんです。旅行に行った訳でもなく、単純に自分の部屋に違和感を感じます。電車や車に乗った時も、急に嫌な場所、知らない場所に来ている感覚に落ちることが結構昔からあるんです。自分の部屋にいても違う場所のように感じる瞬間があって、そうなると精神的にパニックになるんです。落ち着かなくて、嫌な感覚です。デジャブの反対という感じでしょうか。この落ち着かないという感覚を心地よいと感じる人はいないと思います。この雰囲気を変えるにはひたすら別のことを考えるか、それが過ぎるのをじっと待つしかなかったのですが、音楽を聴くとその曲の雰囲気に変えられます。僕が音楽を作る理由でもあるのですが、この時にまったく別世界に行くには、悲しい曲、明るい曲に偏り過ぎると受けつけなくて聴けないんです。このどちらでもない中間くらいの曲が一番世界に入り込みやすいので、今いる場所が心地悪く感じてきた時に、中間くらいの曲を聴くと他のイメージに飛べるんです。この中間くらいの曲を探してもなかなか見つからないので、自分で作るようになりました。これが曲を作る一番の目的、理由です。

  自分の場合、雰囲気とか昔見た夕焼けとかのイメージを曲にしているので、自分で作ってその曲を聴けば、映像も浮かんでくるんです。自分のBGMのためにひたすら曲を作っています。今回の曲も基本は同じです。よく耳にするのが、今回のアルバムの曲をYoutubeなどで公開していますが、ファンの方からのコメント、メッセージでは、昔の暗い感じ、病的な感じが薄れてきたと言われます。感想自体は自分のために作っているものだし、あまり気にしないのですが、明るい感じになってきたことをいいと言う人もいるし、昔の暗いイメージが良かったという人も多いです。実は暗い曲もできているのですが、今回はレーベルから全国に一般流通でリリースするという話です。曲を作っているのは自分のためではありますが、レーベルとしてはビジネスとしての成功も必要で、あまり暗い曲も良くないかなというのもあるので、できた曲の中から聴きやすい曲が選ばれています。

  自分の中ではキャッチーなアルバムになったのではないかと思います(笑)。
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  ■新しいことをやろうというのではなく、自然体にいつも通り自分が聴きやすい、いいと思う曲を作りました

  

  -Youtubeに公開されている「Solitary walk」に収録された楽曲はギターのソロの曲が多いようです。アルバム全体から見てもそうでしょうか。

  

  T：半々くらいだと思います。ソロの曲もたくさんできてるし、ベース、ドラムなどを入れた曲もたくさんできていてます。どちらかと言えばソロの方が人気があるようですが、バランスよく収録されていると思います。自分のためだけのアルバムを作ってしまうと多分売り上げに影響があるでしょうね(笑)。

  自分の中で曲ができる時というのは、暗い中で心地のよい瞬間を曲にしたものと、単純に夕焼けを見てきれいだな、と思い曲になったものとありますが、今回は後者の曲が多くなっています。

  でもソロというのは自分の中で物足りなく感じるところがあって、Youtubeではソロで演奏しているのも多いですが、録音ではストリングスを入れたり多少加えています。それでも今回はドラム、ベースの無い曲は多いかもしれません。

  

  -バンドサウンドの曲も収録されていますが、現在のベース、ドラムのバンドでの録音なのでしょうか。

  

  T：録音は全部自分で行っていて、ベースやドラムの演奏、打ち込みも自分でやってます。バンドは録音をした後にできたんですね。映像ではバンドの二人も出ています。

  

  -アルバムには人気曲である「Closed」のロングバージョンというのがありますね。これはどのようなアレンジなのでしょうか。

  

  T：「Closed」は2009年のアルバムに収録しているのですが、今聴くと音が良くないと思うんですね。この時のイメージの音だったとは思うのですが、その後にテレビで「Closed」を演奏しています。話がそれますが、テレビでは本当は別の曲をやりたかったんですね。でもダブルネックの曲がいいということもあり、「Closed」を選びました。そこまで「Closed」に思い入れがあった訳ではないんです(笑)。思いのほか反響があって、T-cophonyイコール「Closed」というイメージもちょっとあったのですが、僕としてはバンドサウンドの方が好みだと思っています。それでも人気のある曲なのに録音があの状態ではちょっと良くないかなと思い、きちんと録り直したいという気持ちがありました。それで、今回しっかりした音で収録しました。前より音はかなりよくなったと思います。この曲は元々イントロを1本のネックで弾いていたのですが、2009年のアルバムでは収録時間の関係でそこをカットしていました。今回は一番最初に浮かんだ通りイントロを入れて、ロングバージョンとしています。

  

  -新しい曲で「Fall leaves」という曲がありますが、ギターソロの他にピアノバージョンというのも収録されていますね。これはギターの曲をそのままピアノのソロにしているのでしょうか。

  

  T：そうですね。僕はギターで全部の曲を作っているのではなく、打ち込みでのピアノの音や笛の音で作る場合も結構あります。「Fall leaves」は元々ピアノで浮かんでいた曲でした。ギターでもいい雰囲気になるのではないかと思い、ギターで弾けるようにしたら両方とも違う雰囲気ですが、いい感じだったので両方を収録しています

  

  -ピアノはご自分で弾かれているのでしょうか。

  

  T：ピアノは弾けません(笑)。これは打ち込みでやってます。海外のファンの方が「Fall leaves」を実際にピアノで弾いてくれた動画があるんです。これが求めていたものだいう感じです(笑)。

  自分がギターではなくてピアノから始めていたら、こういうピアノの曲をたくさん作っていたでしょうね。ピアノの音は大好きです。このアルバムには入っていないですが、「Meaning of life」もピアノで作った曲です。これもアコギのソロでも合う曲だと思います。

  

  -「Gray」はダブルネックで演奏されていますね。ダブルネックの曲は他にありますか。

  

  T：「Closed」と「Gray」の2曲ですね。

  

  -ダブルネックの曲というのは作曲する段階で最初からダブルネックで演奏しようと考えているのでしょうか。

  

  T：僕のダブルネックの曲はこの他「Sleep Walker」など、それほど多くはないのですが、どちらかといえば暗い中で心地よさを感じた曲です。ダブルネックというのは余韻が伸びやすいです。ボディが大きいし、二つのネックで12本の弦を鳴らせて、上の弦を弾くと下の弦も反響して、不思議な感覚があります。その不思議な感覚が、例えばすごく落ち込んだり気分が下がっている時に何となく心地よく感じる雰囲気に一番近いので、そういう曲のメロディが浮かんだ時は、ダルルネックにしようと考えます。今回の「Gray」もタイトル通り「グレー」な雰囲気の曲です。

  

  -今回のアルバムの中に、例えば今までとタイプの違う曲などはありますか。

  

  T：新しいことをやろうというのではなく、自然体にいつも通り自分が聴きやすい、いいと思う曲を作りました。レーベルとしても自分のイメージをなるべく残しつつ、ギターを弾いてる人だけではなく、音楽を聴く人達にも聴いてほしいと考えています。どんな人が聴いてもいいのですが、ギターを弾いていない人に聴いてもらうというのは嬉しいですね。

  元々僕はギター、楽器をスポーツ的に考えたくないところがあって、もちろん練習をたくさんするというのはすごいことで尊敬しますけれど、自分では反復練習とかで弾けるようになるという喜びはわからないんです。昔から曲をコピーしたいという気持ちもなく、ただ自分が好きな曲を作りたいというだけでした。

  だからギターの練習というのも全然やっていないので、そんなんでライブするな、とか言われそうですが。もちろんライブで雑なことをしたい訳ではないですが、自分の曲を練習しなければいけないというのもよくわからないです。自分で昔作った曲を忘れてしまった場合は練習しますけど。

  僕はそんなに他のギタリストのライブを見ている訳ではないのですが、インストのライブは発表会的なイメージがありまして、クラシックなどもですが、ミス無くきれいに弾いて感動させるという感じです。僕はそういう世界で育っていなくて、ニルヴァーナなどのように、ライブで完璧に弾くというよりはその日の気分などが現れる、ああいうオルタネイティブなものをいいと思ってきました。

  僕にはアコギのソロのライブのように完璧な演奏はできないと思うので、そういう気持ちでライブを見る方には卵を投げられるかもしれません(笑)。僕と同じ感覚でライブを見て頂ければ、楽しんでもらえると思います。
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  ■自分の感覚が他の人に共有できて、感激されるということが、すごく刺激的です

  

  -アコギのソロというのは一般的には難しい曲が多く、ライブでそれを表現するには相応の練習が必要でしょうし、クラシックならなおさらだとは思います。といっても、練習量も人によるし、ライブもミスを前提にはしてないでしょうが、それほど気にはしていないように見えます。

  

  T：今はそういうものですか。僕は何故かギターがうまいと勘違いされてる方が結構いるようなのですが、決してうまくはないんです。うまいというのはミス無く完璧に弾けて、感情表現もきちんとできてとかですね。

  元々ギタリストになりたいとか、ギターをうまくなりたいとか思ってなかったので、目標としているギタリストは、と聞かれても答えられません。

  難しいことをやっているとも言われるのですが、逆にこれしかできないので。自分がやりやすいことと、こういう音がほしいということを考えています。

  

  -周りからみると何がミスだかわからないかもしれません(笑)。多分うまくなりたいという意識がないからご自身ではそう思うのかもしれませんが、他者からみたらうまいとしか思えません。

  

  T：謙遜している訳ではないのですが。。。これからもアコギの曲は作っていきますが、テクニカルなギタリストとは思わないでほしいですね。むしろ下手だけど曲の雰囲気がいいといっていただける方が、この先も期待通りになると思います。

  前にエレキギターの雑誌でインタビューを読んでいたら、エレキギターのインストの方はどんどんテクニックを追求して、今回のアルバムはとにかくテクニカルなアルバムに仕上った、ということが書いてありました。僕はそんな難しいことをやろうというつもりはないので、複雑な弾き方をしていると思われますが、そこにこだわりはなく、ここを期待されすぎると、期待はずれになってしまうかもしれません。

  僕が曲を作る理由は、精神的な障害を安定させるために、自分のためにBGMを作っているのが目的で、周りの批判を気にしていなかったし、チェックもしていません。

  よくよく考えてみたら、CDを販売するということはビジネス以外に、例えば初対面の人に、「実は自分は夜、家で嫌なことがあって泣きながらベッドにくるまって涙が止まらない。このまま全て終わらせたいと幼少期に考えた時に、真夜中に真っ暗で静かで時計の音だけがカチカチしている中で、カーテンから白い光がさしていて、夜中なのに何の明かりかわからないのですが、心地よい明かりがさしていて、すごく癒されて、全てを終わらせたいと思っていたことを忘れるくらいの光だなというのを感じて、そのまま気付いたら朝になっていた。その光というのがすごく心地よかった」ということを初対面の人に話したとしても、その人が、「私もその光を見てみたいから、お金を出して想像するね」というのはあり得ないじゃないですか。でも、今自分がCDを出していることは、それができているということなので、すごく不思議な感覚なんです。ましてや会ったこともない人が、自分とは違う光のイメージだとは思うのですが、今のようなことを説明したことにお金を出して、それに対して感動までして、僕の曲に限らず音楽に感動して泣く人もいるんです。それくらい、自分の感覚が他の人に共有できて、感激されるということが、すごく刺激的です。世に曲を出すのは楽しいと思いましたね。

  今回も全国流通させれば、自分でオンラインで発売するよりは、今まで知らなかった人に気付いてもらう機会も多くなると思います。

  僕が初対面の人に受けた感覚を話すことはないので、それをレーベルが代わりにやってくれると思えば、有名になりたくないという感覚を持っているのですが、こうやって広めてもらうのはいいのかと思います。先程話した、お店で繰り返し同じ音楽がかかっている、というのに矛盾してるのかもしれませんが。

  いい曲か悪い曲かというのは人それぞれなのですが、これはちょっと、というのが繰り返し流れてることもあるじゃないですか(笑)。こういう風にはなりたくないので、今のままアングラなままでいいという気持ちはあります。それでも、ビジネス的なメリットと刺激的なメリットが欲しいという気持ちはあるので、その矛盾は全部レーベルに埋めてもらいます(笑)。
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  ■もしかしたら音楽をやめていたかもしれません

  

  -本日はT-cophonyさんが所属するTRレーベル高井社長にも来ていただいています。こういったお話ですが、高井さんとしては音楽業界の現状とT-cophonyさんの心情をどうお考えでしょうか。

  

  TRレーベル高井有介(以下、高井)：今は病的というか、このジャンルは売れるがこのジャンルは売れないという、人を見ないでジャンルで括り分けされているのが日本の現状です。インストは売れない、アイドルでも18才なら売れない、15才なら売れるとかですね。

  インストが売れないという括りの中でどのように流通させるかというのはすごく難しいです。私自身T-cophonyの曲が好きなので、それで天下を取りたい、というのが元々やりたかった理由で、こういう音楽が浮かばれない世の中というのが嫌だという気持ちです。

  これらが全国で販売したいということと、選曲も理由になっています。すごく難しいことで、日本の市場であれば歌の方がよいのでしょうが、T-cophonyが全国に知れ渡るようにするのを目的としつつ、T-cophony自身は彼のスタンスで活動してもらうということです。

  

  T：レーベルからは2度と出さないと決めていたのですが、高井さんのレーベルから出すと決めた理由は、すごく自由に僕の意見を尊重してくれたからです。高井さんはもっとメロディがはっきりしてたりとか、キャッチーなものを求めてましたよね(笑)。

  でもそこまでして売れたくないし、今まで通り自然にできた曲で、自分のスタンスを変えずに今回アルバムを作る事ができたので、満足しています。高井さんのところでないと、アルバムは出ていなかったでしょうね。かなり文句が多いですから(笑)。お互い言いたい事を言って、結局高井さんが折れてます(笑)。

  僕はそれほど音楽に対する熱が高かった訳ではなく、前作では自分でコンセプトを決めて、コンセプト通り自分がアコギでこういう音楽を聴きたいというアルバムができたので、これ以上アコギで出すものも無いかなと思ってました。高井さんからの話がなかったら、もしかしたら音楽をやめていたかもしれません。絵も好きだしWEBデザインも好きだし、やりたいことは他にもあるので違うことをやろうかとも思ってました。高井さんからの誘いがあったので、音楽をやろうという気持ちが出てきましたね。

  あと、僕の曲はアコギのソロの曲の方が人気があるようです。前作で自分の思い通りのアルバムができたといいましたが、多くはバンドサウンドなんですね。そのせいか以前のアルバムの方が人気があるようです。こういったインストはギターを弾く人が聴くケースが多いせいかもしれませんが、いろいろな楽器とのアンサンブルだと雰囲気が広がっていいと思います。これだけいろいろな音色があるのにもったいないと思います。

  

  高井：そういったことあるので、今後のイベントはバンドスタイルでやりたいというのがあります。今回3人でやろうと思ったのは、T-cophonyは一人で弾いている時とバンドの時では、同じコードを弾いてる時でも少し違った音色を出すんです。ソロと違ったグルーブ感が見えて、すごく良かったんですね。このフィーリングはすごく新しいし面白くて、僕自身がすごくインスパイアされて、自分がそう感じたのであれば他にももっと同じように感じる人が多いのではないかと思いました。

  そこから今後バンドでもやってみたら、という話をしてみました。

  

  T：最初はやるつもりもなかったのですが、バンドでのライブというのは、自分が聴いてきた音楽がバンドなので、興味はありました。1人だと発表会的な雰囲気でちょっと苦手なんです。ソロだとお客さんがすごく静かですよね。それはそれでありがたいのですが、6/1にバンドでライブをした時も、結構激しい曲でも皆さんすごく静かに聴いてくださいました。もっとノッてもいいんですよ(笑)。ちなみにこの時のバンドは練習は1回しかしていません。会ったのも2回だけですね。ライブだと人と接する機会が多くなり、僕は人と接するのが苦手なので(笑)、いろいろ面倒かなとも思ったのですが、バンドの2人や高井さんがフォローしてくれます。

  もし自分が高井さんと離れたり、音楽の活動もしなくなるとしたら、精神的に落ちた時ですね。普段の生活で違う雰囲気に変わってしまうというのが10年以上続いていて、これが病気なのかよくはわかりませんが、人と会う時はそれを出すとおかしくなってしまうので薬で保っているのですが、一人でいる時はこれがあります。周りに危害を与えることはありませんが、自分がかなりおかしくなっているので、もし音楽をやめるとしたら、落ちた時にそこからの脱し方を失敗した時ですね。いつ失敗するかもわからないので、今後はあまり期待をしない方がいいです(笑)。次はどんなアルバムかなとか思っても、出ないかもしれない。ライブを呼ぶ文句ではないのですが、ライブが決まってもその時しか見れないかもしれません。

  前回全国デビューした時に、土壇場でインストアライブを断ったということもあります。精神的に落ちてやれる状況ではなかったんですね。多くの人に迷惑をかけてしまいました。仕事としてはわきまえてますが、抜け出し方を失敗したらそうも言っていられないんです。

  

  高井：それは事務所としても、次があるからいいと思わないでほしいですね。ライブはどのライブも希少だと思います。それでも当面はバンド編成のライブが中心です。バンドでやる機会というのもそんなにないでしょうからね。

  

  T：皆さんテクニックというか、手元をしっかり見ようという方が多いですが、バンドですと全体が作品として見てもらえるので、やりやすいし楽しいですね。

  

  高井：ベースとドラムも上手にT-cophonyに入ってもらえたので、いいと思っています。彼らもいろいろな所でやっているミュージシャンです。

  

  -ベースとドラムの二人は元々一緒にバンドなどをされていたのでしょうか。

  

  高井：いいえ。私がライブをみて引き抜いた感じで、皆初対面です。私の希望でジャズのミュージシャンにしたかったんですね。ジャズの方がT-cophonyに合うと思ってたので、シンプルですがこのスタンスでいきたいと思います。T-cophonyが楽しめるバンドでないとやらされてる感が出てしまうのですが、いい感じで楽しめているようですね。

  

  ■練習して音源通り弾こうというライブを自分は求めてない

  

  -今後はバンド活動を増やしていくようですので、バンドのお二人にもお話をうかがいたいと思います。まずは自己紹介をお願いします。
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  Bass鴻野暁司(コウノサトシ：以下、鴻野)：ベースの鴻野暁司です。普段はベースの演奏と教えることが中心です。ジャズやポップス、ロック、フュージョンなど、いろいろなジャンルでサポートやレコーディングなどを行っていて、高井さんのお店でライブをやった時に、T-cophonyのバンドに誘われました。

  

  -ベースは多弦のようですね。

  

  鴻野：はい。5弦ベースを普段から使っています。T-cophonyの音楽的にも幅広く下の方からやれた方がいいので、多弦が合うと思います。ゆくゆくは6弦、7弦と増えていくかもしれません(笑)。
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  Drums峯リョースケ(ミネリョースケ：以下、峯)：ドラムの峯リョースケです。僕はジャズ方面で演奏していまして、高井さんが探している時に、他の人に紹介されました。僕はジャズドラマーですので、T-cophonyの音楽に入っていくのにどういう効果があるのか聞いていないのですが、紹介した方が目論みがあるのかなと。結構複雑なことも得意としているので、合うのかなと思います。普段はジャズのバンドで頻繁にライブをしています。

  

  -初めてこのバンドで演奏したのが6/1のKashiwa Music Festivalでしょうか。

  

  T：そうですね。このためのリハーサルは1回合わせただけでした。

  

  -お二人はT-cophonyというミュージシャンをご存知でしたでしょうか。

  

  鴻野：いいえ、知りませんでした。

  

  峯：私も知りませんでした。

  

  T：二人とも知らないというのはすごいですよね(笑)。

  

  -ジャズとロックというと結構違うようですが、6/1の映像を見ると違和感はないですね。

  

  T：思ったよりロックな叩き方をしてくれましたね。峯さんはジャズドラマーですが、いろいろな音楽を聴いてますよね。

  

  峯：そうですね。音楽の入り口はジャズという訳ではなく、ポップスやロックも学生時代はよくやってました。

  

  -このトリオで組んでみて実感はどうですか。

  

  鴻野：まだ荒削りですし、音楽像とバンドが一致しないのは当然でしょうけど、そんな中でベースとドラムが生で入ったことにより、新たな化学反応や効果を与えて、音楽の根本は変わらないかもしれないけれども、付加価値をもっと高められるようにやっていけたらと思います。

  

  T：みんなで合わせた練習は1回だけですからね(8/24時点)。6/1以降はPVを撮っただけでまだ合わせていません。

  

  峯：緻密なところはこれから合わせますが、楽しみですね。

  

  T：逆に1回の練習だけでよく合わせてくれましたね。僕は前にライブした時はオケを流して演奏しているので、オケの通りに演奏してくれれば僕は合わせることはできます。1回だけの練習を二人はよくこなしてくれたと思います。

  

  峯：Tさんから音源をもらって、そこに打ち込まれたドラムがありますが、Tさんはドラムも叩けるじゃないですか。打ち込みでもギリギリ人間ができるものなんですよね(笑)。これは人間技じゃないからできませんとも言えないんです(笑)。僕流に変えてしまうのも許されない感じなので。結構考えてますよね。

  

  T：そうですね。自分で叩いてるところもありますし。逆にベースはギターの感覚でしか弾けなくて、ベースのテクニックはわからないんですね。そこはうまくアレンジしてもらってます。

  

  鴻野：そこの落差がすごいですね(笑)。ドラムがテクニカルなのにベースは淡々としていて(笑)。

  

  -二人は音源に忠実に演奏しようとしているのでしょうか。

  

  峯：理想はそうですね。

  

  鴻野：ベースは今後いろいろなエッセンスを詰められたらいいですね。

  

  T：先程お話したように、練習して音源通り弾こうというライブを自分は求めてないので、みんな自由にやってもらいたいと思っていて、自由にできるメンバーなのでやりやすいですね。

  

  -ジャズはフリーな演奏が多いと思います。峯さんは普段はそういった演奏をしているのでしょうか。

  

  峯：そうですね。ソリストに対して会話をするように演奏することが多いです。ジャズをずっとやっているとかっちり決まったものは結構苦戦しますね。

  

  T：高井さんがジャズのベース、ドラムを入れたのはそういった理由ですね。

  

  峯：その柔軟さをTさんのバンドを生かしていけたらいいですね。

  

  T：峯さんはリズム感がすごくよくて、打ち込み並にキープできます。リズム感がよければ何でも自由でいいです(笑)。オケで慣れてるのでリズム感が安定してないとやりずらいですね。

  あと、二人はMCをやってくれるので助かります(笑)。自分はチューニングに集中できていいですね。

  

  鴻野：今後はオケも同期しながらやっていこうという展開もあります。

  

  T：そうですね。シンセサイザーが鳴ってる曲があって、これがあるとないとだと雰囲気が全然違ってきます。

  

  峯：同期って結構特殊能力ですよね。でも混ざると楽しい感じになります。

  

  T：この二人もみんなチェックしておいてほしいですね。むしろ彼らをチェックしてほしいです(笑)。二人に熱狂的なファンがついてくれるといいですね。ファンの方が僕の方だけに来られても(笑)。僕は人と接するのが苦手なので。。。

  今後もしかしたら一緒に作品を作るかもしれないですしね。

  

  -今はアルバムをリリースされたばかりなので次のことは考えてないでしょうが、二人が入るかもしれませんね。

  

  T：6/1の時に、リハーサルの音源を販売したんです。あの時初めて自分のバンドの音源を聴きました。やはりグルーブ感が出て、バンドでやるのは違うなと思ったので、オリジナルをみんなで作るのもいいかなと思います。

  

  -Tさんはバンドは初めてでしょうか。

  

  T：こんな性格なので(笑)。バンドを組みたいとは思っていたんですけどね。

  

  -前のレーベルの時にもバンドでライブをされていたと思います。

  

  T：この時はレーベルがスタジオミュージシャンを集めました。バンドという感じではないですね。これもリハーサルは1回だけでした。彼らはスタジオミュージシャンとして第一線で活躍しているので、音源の通りに演奏してくれました。いつもの通りオケに合わせる感覚でできましたが、こうやってバンドでコミュニケーションをとるというのは初めてです。

  

  -今は9月のライブが決まっていますが、その後の予定はありますか。

  

  T：まだ具体的ではないですが、年内にいろいろと何かしらはある予定です。僕のサイトやレーベルのサイトをチェックしてもらえればと思います。

  

  -最後にメッセージをお願いいたします。

  

  峯：3人で演奏することによって、打ち込みと違う音楽ができると思うので、是非ファンのみなさんには期待してもらいたいと思います。

  

  鴻野：一人一人をフォーカスしつつも、相乗効果で1x3だけでなく、それ以上の何かが出したり、ライブ活動もそうですが、いろいろなものを見てもらえたらと思います。

  

  T：僕はさっき今後はどうなるかわからないので期待しないでくださいと言ったのですが(笑)、正反対のコメントになりましたね。本当に気分次第なのであまり期待しないでください。次があるかわからないので、今見れるものは見ておいてほしいです。

  

  【2014年8月24日千葉県柏市にて】


  


  

  T-cophony http://www.t-cophony.com

  facebook https://www.facebook.com/tcophony

  

  2005年に楽曲をネット公開し、国内だけでなく海外からも好評を得る。

  2007年にはPVも手がけ、2008年には全国CDデビューする。

  MySpace、Youtubeなどで人気が高まり、2011年11月に「行列のできる法律相談所」に出演し、ダブルネックギターで「Closed」を演奏し大きな反響を呼ぶ。

  2012年には全国デビューしたアルバムにギターソロ曲を追加した「Sharing the emotion Original」と2009年に発表する予定であった「Load before departure」をリリース。

  2013年 「Pressed for time」をリリース。

  2014年9月3日最新作「Solitary walk」を全国リリース。

  

  ベース：鴻野　暁司(コウノ　サトシ)

  1982年 2月13日生まれ
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  ドラム：峯 リョースケ(ミネ　リョースケ)

  1986年 3月5日生まれ

  

  [image: ]

  

  TR-Label

  ・ホームページ

  　TR-Label 公式HP（http://trmusicjapan.wix.com/trlabel）　

  　出演オファーや、コンタクト　TR-Label 公式よりお問い合わせください。担当　高井

  ・facebook

  　TR-Label　https://www.facebook.com/TRSTAFF
 ・Twitter

  　tr-label@label_tr https://twitter.com/label_tr



  ・撮影場所

  　GuitarShopTANTAN

  　〒277-0841 千葉県柏市あけぼの1-1-24山澤ビル２F

  　TEL 047-144-6802 FAX 047-138-5229

  　http://www.guitarshoptantan.com/

  　営業（水曜定休）時間11：00～19：00


  [広告]sign-pole records
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  ギター工房探訪〜Ikko Masada Guitars

  


  藤沢に工房を構える政田一光さんに、これまでの経歴やギター製作のコンセプトなどをお話いただきました。フィンガースタイルに適した繊細で美しい音色の魅力をお伝えいたします。

  


  ■音という目に見えないものを作り出すという仕事に惹き付けられました

  

  -ギター製作を始めたきっかけはどのようなことでしょうか。

  

  政田一光(以下、政田)：製作に興味を持ったのは1996年くらいだったと思いますが、当時大学生で卒業後の進路を決めなければいけませんでした。当初はギターを趣味で弾いてはいましたが、ギター製作家ということは考えていませんでした。若い頃から会社勤めというのが少し嫌な気持ちがあり、一人で仕事をする職人的なことに憧れはありました。いろいろ考えていたら、アコースティックギター・ブックだったと思いますが、夢弦堂というギター工房の西貝さんがロバート・ベンの特集を書いていました。自分が目に見えないもの、掴みどころのないものに興味があったので、この記事を見て惹き付けられましたね。当時は工場生産のギターがメインで、個人の製作家のギターを楽器店で見かけることはほとんどなく知識もありませんでした。専門誌の記事を読んでこういう仕事をしている人が日本にいるのかと思い、魅力的に感じたんです。そこで、マーチンのギターキットを作ったという記事も見て、このキットを購入しました。これがギター製作のきっかけですかね。

  道具も全く無かったし、ギターを作れる環境でもなかったのでそのギターキットは1年くらいかけて、塗装まで仕上げていきました。この時間がとても楽しく、没頭できたんですね。今までこれほど没頭できるものというのがなかったです。ギターを作っている途中は仕事を探す時期でもあったので、最終的に製作家を目指す事を決めました。

  

  -最初は何かしらの職人と考えていたのでしょうか。

  

  政田：職人になりたいと考えていた訳ではないですが、憧れに近い仕事ではありました。たまたま自分がギターを弾いていたということと、いろいろ紹介されていた記事などを見て、ギター製作とは木工ではありますが、形を作るというよりは音作りがメインで、音という目に見えないものを作り出すという仕事に惹き付けられました。

  

  -大学を卒業してすぐにロバート・ベンに行かれたのでしょうか。

  

  政田：西貝さんの記事に全体の流れや費用のことまで載っていたと思います。大学生だし卒業してすぐには行けなかったのですが、在学中から時間があったのでアルバイトで渡航費を貯めて、卒業半年後くらいに行きました。ロバート・ベンに入ったのは1998年秋のクラスです。

  

  -日本からロバート・ベンに行かれている方は多いですが、どなたか一緒だった人はいますか。

  

  政田：僕がいたクラスに日本人は5人いたのですが、今でも製作をされているのは大屋建さんです。僕の前のクラスも日本人は4,5人いたようですね。今のようにインターネットの環境はなかったので、ロバート・ベンも雑誌などでないと知るきっかけはなかったと思います。たまたま紹介された直後に行ってますが、他に選択肢は無かったですね。クラシックギターの製作は個人の製作家に弟子入りするというのが一般的ですが、アコースティックギターではそういう人はいなかったですね。日本の専門学校もありましたが、アコースティックギター専門ではなかったと思います。

  

  -ロバート・ベンはどのくらいの期間でしたでしょうか。

  

  政田：製作が4ヶ月、リペアが1ヶ月の5ヶ月でした。その中でアコースティックギターとエレキギターを1本ずつ製作します。あとは時間があったらアコースティックギターでもエレキギターでもどちらかを作れるというものでした。短期間であり、基本的な工程といった奥深いものではないですが、理屈を学べるというのは一番手っ取り早かったので、いい選択肢だったと思います。

  

  -ちなみに政田さんは英語は話せたのでしょうか。

  

  政田：いいえ、全く話せません(笑)。ロバート・ベンの記事を見てギターキットを作ったのは、英語が話せいないので基本的な構造を理解していないと講義を受けたとしても無駄になる時間があるのではいかと思い、キットを作ることで情報を集めました。他の日本人に英語が達者な人がいたので、後から講義のおさらいをしてもらいました。大分助かりましたね。英語が話せない事に不安は感じなかったんです。結局は作業が中心になると思っていて、そこは見ていれば何とかなるだろうと(笑)。英語の勉強までしていたらロバート・ベンに行くのがもっと先になっていたでしょうね。

  

  -ロバート・ベンを卒業したらすぐに帰国されたのでしょうか。

  

  政田：そうですね。就労ビザではなく短期のビザだったので帰らなくてはいけなかったです。半年だったので日本の個人製作家の環境というのは変わっておらず、帰ってから時間を空けたくなかったのでギター関係の仕事を探しました。日本ではアコースティックギターといえばヤマハやモーリスといったメーカーの存在が大きかったので、最終的には個人で独立するのが目標でしたが、メーカーを一度みておきたいと思い、モーリスで働くことになりました。帰国して半年後くらいからですね。
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  -ギターの製作の部署だったのでしょうか。

  

  政田：僕が最初に配属されたのは製作ラインではなく、資材の管理や製作に入る前の作業が主でした。製作にも少し入っていて、ネックのブロックをつけたり、サイドを曲げたり、材を製材してブックマッチに張り合わせるような作業などをしていました。それ以外は完成したギターの梱包など、何でも屋のような部署でしたが、材料の管理をしている所なので、膨大な数の材を見れた事は良かったですね。材はモデルごとに選別していました。製作ラインの一工程だけをやるよりも、後々の役にたっていると思います。個人では月に何千セットとかは見れないですからね。材のばらつきや質を見分けたりする方法を勉強できました。

  

  -モーリスはどのくらいの期間働いていたのでしょうか。

  

  政田：2年くらいです。1年くらい経った頃から修理の仕事を手伝ったり、ラインの工程に呼ばれて手伝わされたりもしていました。その頃、家では自分のギターを作り始めていました。長野の松本にはモーリスに2年いて、その後は違う仕事をして合計8年くらいいました。独立するには材料や道具が必要でしたので資金を貯め、環境を整えていたら8年かかりました。大分長かったですね。その間、六畳一間で端に簡易の塗装ブースを設けて、ギターを作っていました。周りからは怪しく見えたでしょうね(笑)。
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  ■誰かの製作方法を参考にしなくても得られる情報があったと思います

  

  -8年の準備期間を経て、工房を立ち上げたのでしょうか。

  

  政田：2008年に神奈川の相模原に、長野の環境を移しました。展示会のイベントにも初めて出ましたね。当時製作していたのは展示向けです。最初から製作で売れるものではないので、ホームページを立ち上げて、個人から請け負うリペアをやっていました。相模原には4,5年いたのですが、2年目くらいの時に知り合いで、趣味でハワイアンのバンドをやっている人からシダーのギターを作らせていただきました。そういったことから、少しずつ長い時間かけてここまで来た感じです。

  

  -製作されているギターも拝見しますと、フィンガースタイル向けに見受けられます。

  

  政田：そうですね。僕は独立した年齢が早くないですし、製作のコンセプトは立ち上げ当初から決めていました。どちらかといえばフィンガースタイルといいましょうか、ソロで弾いている人もそうですが、インストゥルメンタルのバンドでギターが中心に演奏している人たちも対象に入れたコンセプトで作っています。ストロークかフィンガーかと言えばフィンガースタイルと言えるでしょう。

  

  -中心のモデルはどのようなモデルでしょうか。

  

  政田：「Model A」(http://masadaguitar.webcrow.jp/models-a.html)という、マーチンでいうとOOOモデルくらいの大きさのモデルを立ち上げ当初から作っています。僕は最初からコピーをしていなくて、オリジナルのシェイプで作っています。これを最初から続けられてきているのはよかったですね。

  

  -形状はOOOと結構異なるようですね。

  

  政田：そうですね。くびれから下のふくらみは1cmくらい大きくなっており、上の部分は少し小さく丸みをつけています。OOOに比べるとくびれも若干強めにつけていて、音の分離感、バランスを重視しています。

  

  -どのようなブレイシングでしょうか。

  

  政田：いろいろ試しましたが、通常のXブレイシングに2本トーンバーが入っているタイプです。スキャロップはあまり深く入れていません。それによって分離感の良さや、音の芯の強さにつながっています。

  

  -参考にしているギターというのはあるのでしょうか。

  

  政田：ロバート・ベンで学んで以降、個人の製作家に学んだ事が全く無いので、独学に近いと思います。強く参考にしている人というのはいないですね。製作家の工房に行って見る機会というのはほとんどなかったです。

  

  -アーヴィン・ソモジ氏は工房で働くだけではなく、ワークショップなども行っているので、日本でも影響を受けた製作家は多いと思います。政田さんのギターは奇抜ではないですが、誰かに似ている、というイメージもなかったので気になりました。

  

  政田：作りを参考にしているというものはないですね。アメリカではジェフ・トラゴットやエド・クラクストン、ソモギさんのギターを弾いたことはあって、どういう音がしているかというのを知ったくらいです。そういう記憶を頼りにしているところはあるかもしれないですね。今はこのシェイプとブレイシングで落ち着いてますが、僕が独立前に作っていたギターはXブレイシングにファンブレイシングを足したりしていました。時間をそこにかけられた分、誰かの製作方法を参考にしなくても得られる情報があったと思います。

  

  -ご自身で試行錯誤されてきたのですね。

  

  政田：そうですね。どちらがいいという訳ではないですが、僕が今思うのは、ヴォイシングについてソモギさんも今でもメインで教えてると思いますが、そういうことを個人の製作家に教えてもらった方がいいと思います。ロバート・ベンではヴォイシングを教えてなかったです。当時、ヴォイシングを教えないのかと聞いたところ、個人的な感覚に頼るところがあり、基本的な考え方というものがないので教えられない、と言ってました。ギター製作の芯になるところなので、独立前も今でもヴォイシングの勉強を続けています。独学でやられている方はみんなそうなんでしょうね。

  材の厚さにしてもブレイシングの高さといった強度としても、独学の人はコピーから始めるか、自分で試行錯誤して、どこまで強度を落とせるかなどに合わせていくのとかは時間がかかりますね。

  

  -製作家はどんどん追求していきそうですね。

  

  政田：満足したらこの仕事は終わってしまうところがありますからね。一番追求しがいがあるところだと思います。
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  -他にはどのようなモデルがありますか。

  

  政田：Model Aより小さくなるModel C(http://masadaguitar.webcrow.jp/modeles-c.html)と、大きくなるModel GAがあります。Model Cはクラシックギターに近いサイズです。OOほど小さくないですが、抱えやすくある程度ボリュームがあり、芯が強くバランスがいいモデルです。Model GAは何年か前にプロトタイプを作ったのですが、シェイプをマイナーチェンジのように変更して製作しています。

  全体の方向性として、芯が強くバランスがよいというコンセプトは同じで、どちらもオリジナルの設計です。バランスがいいというのは平均的に鳴るというのではなくて、いろいろなバランスの取り方があります。まずボリュームなどがある程度のレベルに達して、その中で低音や高音のどこに焦点を当てるかということになります。低い音から高い音まで平均的に鳴っているというのがバランスがいいとは思っていません。例えば低音に焦点を当てたいのであれば、限られたシェイプの中で面積を大きくとります。高い方に焦点を当てたいのであればミドルモデルか小さいモデル、というように使い分けています。

  

  -Model GAはModel Aに比べるとくびれがやわらかいようですね。

  

  政田：そうですね。上部はModel Aと同じサイズで、くびれが少し太くなり、下部が20mm大きくしています。

  

  -あまり他では見ないシェイプだと思います。

  

  政田：そうかもしれません。自分で作ったモデルを少しずつ設計変更しているので、何かに近いと言われるとMDに近いのかもしれませんが、MDとSJの中間といったところでしょう。

  

  -ネックはどのようなスタイルでしょうか。

  

  政田：ダブテイルジョイントでトラスロッドが1本入っています。

  

  -あと、カッタウェイが多いように見受けられます。やはりフィンガースタイルだとカッタウェイの方が多くなりますか。

  

  政田：そうですね。要望が多いです。今はほとんどカッタウェイですね。

  

  -材質はどのようなものを使っていますか。

  

  政田：トップで一番多いのはシトカスプルースです。芯がはっきり出る材なのでコンセプトに合っています。ジャーマンやヨーロピアンも使っていて、アディロンダックも結構多いですね。サイドバックはインディアンローズウッドとマダガスカルローズウッドが多いです。ハカランダも何本か作りましたがそれほど多くはないですね。

  

  -他にどのようなものな特徴がありますか。

  

  政田：最近やってる人も増えているようですが、サイドにブレイシングを入れています。マーチンでは昔から割れ止めということでテープを貼っているのが多いと思います。今はラミネイトにする人も増えていて、サイドを固めてトップの振動効率を上げています。ただ、それだと重くなるんですね。確かにサイドを振動させないように固めると音は効率よく前に出るようになるのですが、楽器が重くなるのと、弾いてる人はあまり気持ちよくないのではという印象があります。やはり緩くするとサイドが振動を吸収してしまうので、サイドを振動させずに重くならないようにした結果、ブレイシングを貼っています。左右に5本ずつ貼っていますが、部分的に動きやすい所があるので、もう少しブレイシングを高くしたり本数を増やしてもいいかと思っています。どれくらいの効果があるかわかりにくいですが、悪くないと思います。重いと疲れますからね(笑)。

  

  -サイドにブレイシングを貼ると、ライニングを削らなければいけないようですね。

  

  政田：そうですね。最初にサイドのブレイシングを貼らなければいけないんです。これが無ければライニングを一気に貼れるのですが、それができなくなるのは手間ですね。サイドのブレイシングを貼ってから、ラインニングをパーツごとに入れていく感じです。場所ごとに角度や長さが変わるので結構手間はかかります。でも見た目はきれいになりますね。

  

  -見た目はシンプルですが見えない所にオリジナリティが強いですね。

  

  政田：目立たないながらも気付く人なら気付くという所に力を注いでいるのは性格ですかね(笑)。あと、あまり奇抜なデザインにしたくないという意識があります。今までメーカーや個人製作家が積み重ねてきたものを継承したいという意識があります。
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  ■安心感のあるギターを作りたいですね

  

  -少し前からコブクロの小渕さんが政田さんのギターを使用されてますね。これは楽器店で購入されたのでしょうか。

  

  政田：そうですね。渋谷のハートマンギターズに1本だけ隅の方に置いてあった思う(笑)ギターを小渕さんがたまたま見つけて、気に入っていただけたようです。

  

  -弾き語りのミュージシャンがフィンガースタイル向けの個人製作家のギターを使用するのは結構珍しいと思います。

  

  政田：僕も何でだろうと思いました(笑)。購入前にご本人から電話があったんです。気に入ったので購入を検討しているということでした。お店には1本しかなかったので、もし他にサンプルなどで試奏できるものがあったら比べてみたいということでした。ちょうどアディロンダックのトップとマダガスカルのサイドバックがあったので、それと比べていただき、お店に置いてあったシトカのトップ、インディアンローズのサイドバックのモデルを選んでいただきました。丁寧な方で、購入した後もご連絡をいただきました。その後何回か電話をいただきお聞きしたのですが、ツアーの直前にモチベーションを上げるためにいつもギターを購入するということです。それをツアーで使用するということと、何故このギターを選んだかというと、ソロでインストゥルメンタルのアルバムを作るので、こういうギターを使用したいということでした。それまではカッタウェイのモデルはほとんど使ってないようですね。カナダのウィリアム・ラスキンくらいでした。今回は伴奏ではなく、リードで使うギターを探していたということです。

  対談することになりまして、その時にお聞きしたのは、、コンサートツアーでもこのギターを使ったということです。インストだけではなく歌いながら弾いていたようです。ありがたいですね。

  ハイポジションでもよく鳴ると言っていただきたり、このギターはフィンガースタイル向きのギターだという認識を持っていたのは、面白かったですね。

  インストのアルバムでは普段自分が歌っている旋律で使っていただいてます。

  

  -弾き語りで活躍しているミュージシャンはマーチンやギブソン、ヤマハ、ヤイリなどのメーカー製を使用しているのが目立ちます。手工製作家のギターは楽器店にあまり並ばないので知らない人も多いと思います。

  

  政田：小渕さんはハンドメイドのギターが置いてある楽器店に頻繁に行っているようです。今回はタイミングがよかったと思います。個人のギター製作家に会うのは初めてと言ってましたね(笑)。

  

  -やはり小渕さんが使用することによって反響もありましたか。

  

  政田：そうですね。小渕さんのファンは女性ファンが多いようですが、影響力は大きいです。

  

  -ヘッドにロゴがある訳ではないのでファンからは何のギターなんだろうと思われたでしょうね。

  

  政田：インレイでもいれとけばよかったですね(笑)。ソロアルバムのブックレットのSpecial Thanksに僕の名前が入っていたのですが、ギター製作家とか書いてある訳ではないので何者だと思われてるでしょうね(笑)。

  あと、ファンの方がオーダーする場合は同じ仕様にしてほしいと言われます。これまで年間5本くらい製作をしていて、今でも年間8本くらいです。10本くらい作れればいいのですが、いきなりオーダーが増えても追いつけません(笑)。

  

  -工房内を拝見しますと、やはりいろいろな器具がありますね。

  

  政田：アコースティックギターは機械を使って作る事が当たり前になっているので、工房のスペースは必要になってきます。クラシックだと今でも手の作業が多いようですが、機械で対応できるところは機械で加工した方がきれいで正確です。

  指板の溝を切るのも、今は手で行っている人はほとんどいないでしょう。器具を使った方がかなり早く切ることができます。うちにあるのは大きな機械ではなく、小さな工具ではありますが便利ですね。独立前に自分で作っていた時は手で切ってましたが、今はギター製作の工具を扱っているお店は海外に何店舗もあるので、手に入れやすいです。

  

  -今後の製作はどのようなことを考えていらっしゃいますか。

  

  政田：どのモデルにしても、もっと進化させたいですね。見た目は同じでも、理想に近づけているポイントはたくさんあります。ギターはシェイプを変えるだけで音が大きく変わります。シェイプに支配されているところが大きいですね。今のシェイプを変えないで深く突き詰めていければと思います。あまり大きな変化は考えていません。

  アコースティックは外で弾くなどいろいろな環境で弾く人がいます。頑丈というとちょっと違いますが、安心感のあるギターを作りたいですね。プロのギタリストがメーカー製のギターを使用していることが多いのは、そういったこともある気がします。

  せっかく日本で製作しているので、日本と日本人に合ったギターを作っていきたいです。あまりアメリカの香りはしないと思います(笑)。カラっとしたというよりは、しっとりとした雰囲気だと思います。

  

  -最後にギターファンにメッセージをお願いします。

  

  政田：もっといいギターを作っていきたいですね。弾く人のためのギターを作りたいので、弾きやすさもですが、ギタリストにとってコントロールしやすいということも突き詰めて作りたいです。あと、もっと個人製作家のギターが認識されてほしいですね。個人だと本数に限りがあるのですが、量産のギターとは違うと思いますし、日本の製作家もいろいろな人がいるので、たくさんの人に知ってもらいたいです。
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  【2014年3月21日工房にて】

  


  


  

  政田　一光（まさだ　いっこう）http://masadaguitar.webcrow.jp

  

  1973年生まれ、東京都出身。

  1998年米国アリゾナ州のギター製作学校

  Roberto-Venn School of Luthieryにて

  製作及び理論、リペア等を学んだ後、帰国。

  翌年、モーリス楽器製造株式会社にて、アコースティックギター用材料の管理・モデルごとの 選別と加工、製造工程初期段階の木工・組立て作業を経験し、さらにアコースティックギター製作の経験を重ね、独立。

  現在に至る。



  [広告]Song & Guitar Revival
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  CDレビュー〜「Solitary walk」T-cophony

  


  「Solitary walk 」　T-cophony

  

  およそ一年ぶりとなる、T-cophonyの最新作「Solitary walk 」が9月3日にリリースされた。

  しばらく自主制作でアルバムをリリースしていたが、今回はレーベルから全国に向けて発売されている。

  T-cophonyの曲はアコースティックギター中心ではあるが、音楽の幅がとても広く、ドラムやベース、シンセなど多くの楽器が使用されている。これまでも「ギターアルバム」とは一線を画し、ギターだけにこだわらなずにギターの無い曲も少なくなかった。それがコアなファンに受けていたところもあるようだ。

  

  本作はギターのソロからバンドスタイル、ダブルネックでの演奏や、エレキギター中心の曲やピアノソロやシンセだけの曲もある。曲調もゆったりとした曲から激しい曲までとても幅が広く、これまでも多くのアルバムをリリースしているT-cophonyだが、本作はT-cophonyというミュージシャンの名刺代わりのような選曲となっており、この1枚でどのようなミュージシャンかをかなり理解できるだろう。あえて言えば、2作前にリリースされた「Load before departure」の収録曲のような、地の底に引っ張られる、暗部を感じるような曲は無いのかもしれない。

  

  タッピング奏法中心だが、ただテクニカルなだけではなく、とてもメロディアスだ。タッピングはリズミカルな曲が多くなりがちだが、これだけメロディが生きた曲も他にはなかなか無いかもしれない。

  本人は明るすぎず、暗すぎず、という曲が好きだということで、確かにその中間の少し不思議な感覚の曲が多い。

  人気曲「Closed」がイントロを加え再収録されたり、新曲「Fallleaves」はギターソロとピアノバージョンが収録されるなど、往年のファンから初めて聴く人にも楽しめる構成になっている。

  

  

  「Solitary walk」 T-cophony
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  1. Dizzy Spells

  2. Introvert’s holiday

  3. Module

  4. Secret ability

  5. Soar

  6. Wet under head

  7. Orbit

  8. Solitary walk

  9. Mental magic box

  10. Overcast

  11. Gray

  12. Polygon space

  13. Fall leaves

  14. Summer train (New version)

  15. Closed (Long version)

  16. Fall leaves (Piano version)

  17. 14days for life (New version)

  18. Unsociable

  19. Sprint

  20. Re cold night

  

  TR Label

  TRL-1001

  2,700円(税込み)

  

  Amazon

  http://www.amazon.co.jp/Solitary-walk-T-cophony/dp/B00LO4ZDTE/



  矢後のひとりごと

  


  平成生まれのギタリスト矢後憲太氏は高度なテクニックと繊細な音作りで素晴らしい音楽を奏でます。ここでは通常の教本とは異なる目線で、さらに深い視野や概念、指先のテクニックにいくまでの根本的な話など、意識していればギターをより楽しめるような話をコラム的に掲載します。短期連載の予定ですが、好評であれば長期になるかも？

  


  　皆さんこんにちは、矢後憲太です。今回もこのコーナーでは、私がいつもギターを弾く時に考え ていること、思っていることを自由に書き綴っていきたいと思います。

  　第三回となる今回は、ピッキングに関する考察の続きです。いよいよ具体的なお話をしてきますが、このコラムが少しでも読者の皆さんのギターライフのお役に立てることを祈ります。（※文中、“右手”や“左手”などの表記を用いますが、通常の右利き用ギターでの演奏を前提にお話ししていきます。）

  

  ●第三回 ～ピッキングに関しての考察 その 2 ～

  

  　ピッキングに関する考察の第二回目となる今回は、最も基本的な通常のピッキングに着目してみたいと思います。普通に弾くだけといえば弾くだけなのですが、なかなかどうして、奥が深いと感じます。どんな風にアプローチするかによって出てくる音は変わってきますので、自分の出している音をよく聴きながら考えていきましょう。

  

  　基本的なピッキングについて考えるにあたって、まず最初にひとつ質問です。いつも曲を弾いている時や練習している時、自分で出すが「細いな～」とか「音量が小さいな～」とか、或いは逆に「ガチャガチャして汚いな～」なんて感じたことはないでしょうか？

  

  　「そんなことは微塵も感じたことないです！」という方は大変よろしいのですが、念のためもう一度だけ自分の出す音をよ～く聴いてみてください。自分が出している“音そのもの”に、いつも以上によ～く聞き耳を立ててみると、何か感じることや気づくことって、結構出てくるのではないでしょうか？

  　また、自分以外の演奏を聴いた時や、誰かと一緒に弾く機会などで他の人と自分の音を比べた時に、こういうことって浮き彫りになってくると思います。「まわりと比べて自分の音は細かった」とか「あの人は自分より美しい音を出していた」とか、そういう発見がありますよね。人と比べて「～だった」というのは根本的にはあまり気にしなくて良い問題ですが、自分と違った音を出す人がいるという事実に直面すると、自分の出す音について考えるきっかけになると思います。

  

  　では、ここからは特に自分の音に対してネガティブなポイントが気になる方に焦点を当てて考え ていきましょう。

  　ネガティブなポイントというのは「なんだか音が細いな～」とか「芯のない軽い音だな～」とか、「爪や指が擦れるようなノイズが気になるな～」 等々、あまり良いとは感じられないような、そんなポイントです。これらはいずれも、普段から右手の使い方に気を配りながら、しっかりしたタッチを心がけている方にとってはあまり縁のない問題かと思うのですが、実際にはそういう方は稀なんじゃないかなと私は感じています。細い音なやノイジーな音って、捉え方によっては個性？だと主張する方もいらっしゃるでしょうし、曲の中で敢えてそういう音色を使うことはあります。

  　ですがここで考えていくのは、最もオーソドックスな、ピッキングによって“普通に音を出す” という場合の、基本的なお話です。そういった基本的な意味では、芯のない音や輪郭がぼやけた音、雑味のある音というのは、一つの音が持つ説得力に欠けていたり、聴きづらかったり、例えば野球のピッチャーの球でいえば“抜けた”球のようなものだな～なんて、私は感じています。ですからそういう音ではなくて、しっかりと聴き手に届き、そして伝わるような、芯のある美しいトーンを響かせたいところです。

  

  　さて、ここまでは考え方というか、目の付け所について長々とお話ししてきましたが、そろそろ「じゃあ一体どう弾いたらエエんや！」というツッコミが飛んできそう。ここから少し具体的なお話をしましょう。ただ、具体的に指をこう使う、とか、そういういかにも教本的なことは矢後のコラムではナンセンス。ここではもっとざっくばらんに、重要だと思うポイントのお話をしたいと思います。そもそも言葉で伝えるということには限界があるとは思いますが、そういうポイントを何点か押さえて常に意識していくことが大切だと思います。意識する部分が変わるだけで、プレイも結構変わっていくものです。どんな風に解釈して、どんな風に弾いていくのかは読者の皆 様次第ですが、少しでもヒントになればと思います。では、お話を進めていきましょう。

  

  　基本的な部分は、とてもシンプルです。一番大切だと思う点は、ピッキングは“運動”であるということです。運動といってもいろいろあるので誤解を招きそうな表現ですが“エネルギーの伝達・移動”という意味です。弦に対して右手の指がどんな風に当たって、どんな風にエネルギーを伝え、振動させるのかという点について考えていただきたいのです。これって当然といえば当然ですが、日頃からこんなことを意識してギターを弾いている方は少ないでしょう。ピッキングに際して、まずは広い概念として“運動”とか、“エネルギーの伝達・移動”というワードを頭に叩き込んでおくと、よりスムーズな解釈で取り組んでいける気がします。

  　実際に弾くにあたっての更に具体的な意識としては“腕の重さ”を乗せるということでしょう。しっかりと芯のある安定した音というのは“大きな音”という意味ではなく、指に力を入れて弦を弾くことで得られるものではありません。もちろん、しっかり鳴らさなければ音量や音圧が充分な音は出ないわけですが、ピアニシモでも芯のある音は出せますし、逆に大きな音を出そうと力んでしまった時の音には、伸びやかさがなかったりガチャガチャしてしまったりします。つまり、音の芯の問題は、単純に指の力の入れ具合でどうにかなる問題ではないのです。多くの人がまず指の力加減だけでなんとかしようとしてしまいがちなのですが、そういったものではないということを理解しましょう。では一体どうすればしっかりとしたトーンを得られるのか、というところでいよいよ“腕の重さ”を使っていくわけなんです。

  

  　立った状態で両腕をダラ～っと脱力させたり、ぶらぶら揺らしてみたりしてみてください・・・どうでしょうか、普段は全く気にしませんけど、腕ってとても重いですよね？

  　私は学生の頃思いっきりガチガチの文系少年だったので、恥ずかしながら物理的な分野の知識はほぼ無いに等しいです。ですから、質量とか運動エネルギーとか、そういう難しいことはわかりませんので表記上の誤解を招くかもしれませんが、地球上では重力（引力）がありますから、この腕の重さというのはエネルギーとなり得ますよね。（こう考えると無重力空間では腕の重さを弦振動に生かすことって難しいのでしょうか？宇宙空間でコンサートを開くとなったら別のアプローチをしなければ効率的な弦振動は得られない？・・・そもそも空気の関係で音の伝達が・・・とか考えていると楽しいですね。）私は、この重さをうまく弦に伝えることができれば、効率的な弦振動を得ることができ、しっかりと芯があって伸びやかな音が出せると考えて取り組んでいます。問題は、この腕の重さを弦にどう伝えるかという点ですね。その点について考えてみましょう。

  

  　まず一つ、脱力することが大切です。肩から腕にかけての無駄な力を抜き、力みを取ると同時に重さを使えるようにしましょう。そしてそれらの重さを指先に集約させるような感覚なのですが、この指先と弦との当たり方、当て方という部分が最大のポイントです。よく、ゴルフやテニス、野球などで“スイートスポット”という言葉を耳にしますが、まさにあれらの感覚だと私は思います。 スポーツをやったことのない方にとっては「？」だと思いますが、ボールを打って飛ばそうとしたときに、最も効率良く打つことができる最適なポイントがあるのです。つまり、ゴルフクラブやラケット、バットの芯でボールを捉えるということなのです。

  　私が学生の頃、尊敬するベテランギタリストの方にこのピッキングの問題について質問したところゴルフの例を用いて説明してくださったのですが、私はゴルフの経験がありませんでした。ゴルフはボールが動かないので一番考えやすいとは思いますが、ここは野球で考えてみましょう。野球でホームランを打ちたい時、つまりボールを遠くへ飛ばしたい時、バットの芯の部分にボールを当てる必要があります。芯を外してしまうと、良くてヒット、悪ければボテボテのゴロだったり伸びのない外野フライだったり、いずれにしても飛距離は伸びません。パワフルな外国人選手が芯を外して詰まらせながらも力でスタンドへ運んでしまう、なんて場面を見たりもしますが、根本的にはそういう選手たちも芯で捉えた方が飛距離は伸びるに決まっていますよね。逆に、体格的にはそこまでパワーのない小柄な選手がうまく芯で捉えてスタンドへ、なんてシーンを観ると、そこに技を感じます。これは、全身の体重をうまく移動させ、スイングの中で最も体重の乗っているポイントを打点とし、尚且つ最も大きな力を伝えられるバットの芯でボールを捉えるという全ての要素が重なった、非常に効率的なエネルギー伝達の例だと感じます。飛距離の問題だけではないですが、しっかりと球威のある打球を放つという意味では、ゴルフでもテニスでも野球でも、或いはサッカーやバレーボールでも同じことが言えるのではないでしょうか。

  

  　なんだか話がよからぬ方向へ逸れていきそうなので戻しますが、バットとボールの例を指先と弦の関係に当てはめてみると、なかなかに合点がいく話だと思います。ピッキングの際に、指の運動のどのポイントで、また指先のどの位置で弦を捉えるかということを調整していけば、効率良く弦に腕の重さを乗せていくことは可能になります。効率の良いエネルギー伝達によって、効率良く弦を振動させることができれば、指の力は、振動させるという“純粋な”意味ではあまり必要ないものになってきます。（なぜアスリートが筋力をつけるのかといわれれば、瞬発力や持久力などの基礎的な競技力の向上や怪我などの故障の予防、コントロールするバランスを保つなどの理由があるそうです。全部が当てはまるわけではないですが、これらは遠からずな部分もあるのかも？海外系のギタリストの中には指先の筋瞬発力や大きなパワーにモノをいわせたプレイをする方もいますが、アスリートの持って生まれた体格差の話と遠からずで、そういう意味でも我々日本人には、技の効いた、美しく繊細なプレイというのが似合っているな～なんて思ってしまう瞬間があります。）考えれば考えるほど、我々はアスリートなんじゃないかと思えてきますが、それは飽く迄も物理的な運動の面に焦点を当てていった場合のお話です。腕の重さをどのように弦振動に生かしていくかという意味では、とてもわかりやすい例だとは思います。このように“運動”や“エネルギーの伝達・移動”という意識を持ちながら、自分のピッキングを根本的な部分から見直してみると、きっとまた今までとは違った感覚の音世界が見えてくるのではないかと思います。実際に音を出してみるときに、指や腕の角度、弦に対する指の掛け具合など、いろいろと試してポイントを探してみてください。

  

  　ここまでスポーツの例などを挙げながらお話してきましたが、基本的なピッキングに関して私が日頃考えたり意識している部分について、少しでもご理解いただけたでしょうか。こうやっていろいろなことを考えていると、実に奥が深い世界だな～なんて感じます。“たかがピッキング、されどピッキング” です。今回のコラムの序盤で触れた「音が細い」とか「芯がなくて軽い」とか、そういう問題には必ず理由があるので、原因を考え、一体どうすれば解決できるのか、それを常に模索していけば自ずと演奏や出音の質は上がっていくように思います。ひとつずつ考えながら自分の音と向き合っていきましょう。それでは、今回は力の伝達というポイントに焦点を絞ってお話しましたが、次回は指先の使い方やニュアンスのお話、フォームのお話など、更に一歩踏み込んだ、より“表現”について考えられるお話をしていきたいと思いますので次回も楽しみにしていてくださいませ。

  　では、ごきげんよう！

  


  

  矢後憲太　http://acoustic-kenta-y.jimdo.com
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  1990年栃木県生まれ。フィンガースタイルギタリスト。多彩な奏法を駆使し、様々な情景、感情、物語などをギター1本でありありと表現する。色彩感溢れるその豊かな音色は、聴く者を色とりどりの世界へと誘う。

  2012年、モリダイラ楽器主催全国規模フィンガーピッキングコンテストにて優秀賞を受賞。

  ライブカフェ宮内家でほぼ毎週木曜日ライブを行い、多くのギタリストとも共演する。

  2013年、同コンテストにて優秀賞、オリジナルアレンジ賞、葉山ムーンスタジオ賞 (オーディエンス賞)の三冠を受賞。

  2014年、自身初となるフルアルバム『85.』を葉山ムーンスタジオレーベルよりリリース。

  アコギソロでライブ活動を展開。ライブやイベントの出演に加え、ラジオ番組への出演やパーソナリティとしての活動、楽曲提供、バレエコンサートとのジョイント、アート作品展とのコラボレーションなど、他分野に渡って精力的に活動を展開。


  



  ラストギター小山の "アコースティックギター 一期一会"

  


  長年数多くのアコースティックギターを見てきた東京阿佐ヶ谷に店舗を構えるLAST GUITARの代表小山晃弘氏に、その経験を生かし思い入れあるアコースティックギターについて、カタログスペックだけでない特徴を語っていただきます。

  


  Gibson Southern Jumbo 1965年

  

  　暑い夏が過ぎ去り、少しずつ涼しくなってきて、ギターを弾く気持ちにもなり易くなってきた今日このごろですね。対＄に対する円安も定着してきつつはあるものの、数年前より高い値段を受け入れられるかというと、簡単にはいかないのど、私達輸入業も今が我慢のしどころといったところでしょうか。
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  本日ご紹介するのは、1965年製、Gibson Southern Jumboです。アメリカのヴィンテージギターショーでも、綺麗な楽器を見つけることが年々困難になってきております。そんな中、当店に入荷した本器はとても綺麗ですが、それもそのはず、日本国内のコレクターの方の放出品でございます。

  

  [image: ]
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  　スクエアショルダーの65年製です。J-45の上位機種として生まれたサザンジャンボは、どちらかと言えばラウンドショルダーの印象が強いですが、1962年の終わりから、本器のようなスクエアショルダー（※角張ったボディーシェイプのこと）へと仕様変更となります。62年といえば、LG-2,LG-3がB-25へと名前を変え、アジャスタブルブリッジへと仕様変更されるなど、ギブソンアコースティックにおいて大きな変革がなされた年でした。当時、アコースティックギターとしてはマーチンギターが大きな支持を得ており、その代表機種であるドレットノート型のD-18,D-28などに対抗したという説が濃厚です。
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  　60年に発売されたハミングバード、62年に発売されたダブと同様に、ギブソンの命運をかけた機種となります。サウンドキャラクター、ネックシェイプ、ボディのスペックなどは当時のハミングバードに非常に近いです。70年代に入ると、J-45もスクエアショルダーへと仕様変更となりますが、60年代においては、スクエアショルダーのモデルとしては唯一のブラウンサンバーストモデルですので、ギブソンアコースティックの歴史の中で独自の存在感を放っています。
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  [image: ]

  

  　ナットが牛骨素材の新しいものに交換されているのと、サドルがタスク製のアジャスタブルのものに交換されております。ペグも近年のクルーソンデラックスに交換されています。それ以外はオリジナルで、クラックも無く非常に綺麗です。
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  　サウンドは乾いたガリガリとした音色で、低音も驚く程出ます。ネック状態はストレートで申し分ありません。ナット幅は40mmのナローネックで、細身のシェイプです。

  

  吸い込まれるような美しさを持っており、癒されますね。

  


  小山晃弘（コヤマアキヒロ）

  （株）ラストギター代表http://lastguitar.com

  マーチンギター日本総代理店本店店長時代に発表したブログ『店長小山のマーチン道』が好評を博す。

  2013年より東京、阿佐ケ谷に自身のショップLAST GUITARをオープン。鳴りのいい楽器を求め彷徨う日々です。
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  [広告]ソロギターコンサート Dramatic!!
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  イベント、ライブ情報

  


  主にソロギターのイベント、ライブ情報をギタリストごと、アルファベット、五十音順にご案内します。


  


  ◇◇イベント◇◇

  

  Acoustic Guitar World Presents

  Special Live!! 　Song & Guitar Revival

  

  出演：KAI　http://kaipetite.exblog.jp

  　　　エバラ健太　http://www.ebarakenta.com

  　　　Shohei Toyoda　http://shoheitoyoda6.wix.com/english#!__japanese

  

  ■日程：2014年9月23日(火・祝)18:00開場　18:30開演

  

  ■会場：新宿ミノトール2

  http://www.mino-2.com/hp/index.htm

  東京都新宿区新宿5-11-4　龍生堂ビルB1

  交通：都営新宿線・東京メトロ丸の内線、副都心線

  　『新宿三丁目』下車　Ｃ7番出口より徒歩1～2分

  　(JR新宿駅からも徒歩10分程度です)

  地図　http://www.mino-2.com/hp/map/map.htm

  

  ■料金：3,500円(1ドリンク付、別途1フードオーダー要)

  　限定50名！

  

  ■ご予約・お問い合わせ：メール　info@aco-world.com

  　電話070-6425-9215　重枝(シゲエダ)まで

  　予約受付中！！

  　※メールの件名に「9/23予約」、本文にお名前と人数をご記入ください

  

  

  Acoustic Guitar World Presents

  ソロギターコンサート　Dramatic!!

  

  出演：小松原俊　http://www.shun-komatsubara.com/home.htm

  　　　田中彬博　http://tanakaakihiro.com

  　　　Shohei Toyoda　http://shoheitoyoda6.wix.com/english#!__japanese

  　　　矢後憲太　http://acoustic-kenta-y.jimdo.com

  オープニングアクト：奏帆　http://www.kanaho.com　

  

  ■日程：2014年11月29日(土)16:00開場　16:30開演

  

  ■会場：古賀政男音楽博物館内けやきホール

  　　　〒151-0064 東京都渋谷区上原三丁目6－12

  　　　小田急線、地下鉄千代田線 代々木上原駅下車　徒歩3分

  　　　http://www.koga.or.jp/hall/

  

  ■料金：前売3,500円　当日4,000円(全席自由)

  

  ■チケット発売：8月30日(土)10:00から販売開始

  　★ホームページ上で販売

  　★チケットぴあ　パソコン：http://ticket.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1437853

  　 　　　　　　 携帯電話 ：http://m.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1437853

  　　　スマートフォン：http://md-ticket.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1437853

  　★イープラス　http://eplus.jp/sys/T1U14P0010843P006001P002135001P0030001

  　★LAST GUITAR　店頭で販売

  

  ■お問い合わせ　Acoustic Guitar World 　mail　info@aco-world.com

  ■協賛・協力：LAST GUITAR、sign-pole records、solo-gutar.info

  

  

  

  ◇◇ライブ情報◇◇

  



  ■Aki Miyoshi　http://aki-miyoshi.jimdo.com/

  

  10/3（金）東京・渋谷「 TK Bar」

  「Aki Miyoshi・井草聖ニ・辻岳人」ジョイントライブ

  Open19:00 Start19:30

  料金2,000円+要ドリンクオーダー

  お問い合わせ http://www.tkbros.net/#!tkbar-top/c19eb

  

  10/4（土）群馬・太田「 カフェ・スコア」

  「Aki Miyoshi & goh」ジョイントライブ

  Open18:00 Start19:00

  料金2,500円ワンドリンク付き

  お問い合わせ http://www.cafescore.com/

  

  10/5（日）埼玉・南浦和「 宮内家」

  Aki Miyoshi ワンマンライブ

  Open17:00 Start18:00

  料金2,160円要ドリンクオーダー

  お問い合わせ http://www.geocities.jp/miyatin5963/

  

  10/26（日）愛知・一宮「 Denpo G」

  Aki Miyoshi & ゲストぷう吉

  Open16:30 Start17:00

  料金2,000円

  お問い合わせ http://denpo-g-studio.com/

  

  

  ■GIN　http://gin.mistysky.net/

  

  9/30(火)大阪・梅田「Mister Kelly's」

  ～Nakasion meets Takeshi Ishikawa Trio～

  【出演】　 ナカシオン　 石川武司(P) / 原満章（B) / 佐藤英宜（D)

  Start19:30　21:15

  料金3,500円 (飲食代別途要）

  お問い合わせ 06-6342-5821

  

  11/19(水)兵庫・西宮「Live & Bar Uncle Jam 」

  GIN×西村歩ジョイントライブ

  Open19:00 Start20:00

  料金3,000円(2Drink別途）

  お問い合わせ 0798-64-5405

  

  

  ■井草聖二　http://www.igusaseiji.com/

  

  9/20(土)東京・六本木「ジャズライブ＆バー｜ソフトウインド 」

  沙織と聖二の　＜ユルっと、フワっと．．．＞Vol.２

  【出演】井草聖二 星野沙織

  Star19:00 40分×2ステージ・入れ替えなし

  料金2,500円＋ご飲食代

  お問い合わせ http://www.jazz.co.jp/LiveHouse/Cust_Sche/1407/detail.html?ID=64903&LV_ID=1407

  

  9/23(火)岐阜・多治見「脇之島公民館大ホール」

  ♪歩いて行ける音楽会♪

  【出演】井草聖二

  Open13:30 Start14:00

  前売800円　当日券1,000円

  お問い合わせ　http://www.tajimi-bunka.or.jp/waki/　

  

  9/24(水)愛知・幸田町「幸田町民会館あじさいホール」

  第206回あじさいコンサート　超絶フィンガーピッキングⅢ

  【出演】井草聖二

  Open18:30 Start19:00

  前売800円

  お問い合わせ http://www.happiness.kota.aichi.jp/hall/event/ajicon/140924.html

  

  10/15(水)東京・調布「K2 studio」

  井草聖二×西村歩ジョイントライブ

  Open19:00 Start19:30

  料金3,000円

  お問い合わせ 03-5314-9974

  

  10/24(金)東京・渋谷「LAST WALTZ by shiosai」

  Soul Gauge

  井草聖二、磯貝一樹

  Open18:30 Start19:30

  予約2,500円　当日3,000円（税込み ドリンク別）

  お問い合わせ　LAST WALTZ by shiosai：tel:03-6427-4651

  

  10/31(金)大阪・桃谷「Acoustic Live cafe Anie」

  井草聖二　アコースティックギター・ソロライブ

  Open18:30 Start19:30

  料金2,000円（ドリンク別途）

  お問い合わせ http://www12.plala.or.jp/anie/

  

  11/8(土)東京・六本木「jazz live&bar softwind」

  井草聖二　アコースティックギター・ソロライブ

  Open13:00 Start14:00(40分×2ステージ・入れ替えなし)

  料金2,000円＋ご飲食

  お問い合わせ https://www.jazz.co.jp/LiveHouse/schedule/reservation_ii.html?LV_ID=1407&ID=66158&SRV_FG=1

  

  

  ■伊藤賢一　http://kenichi-ito.com/

  

  9/22( 月)福岡・小倉「フォークビレッジ」

  小川倫生＆伊藤賢一 ジョイントライブ

  Open18:30 Start19:00

  チャージ2,500円（要別途１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ　０９３−５１１−２１１５

  

  9/23( 火)大分・別府「ここちカフェ　むすびの」

  小川倫生＆伊藤賢一 ジョイントライブ

  Open18:00 Start18:30

  チャージ2,000円（要別途１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ ０９７７−６６−０１５６

  

  10/10(金)北海道・札幌「musica hall cafe」

  モモイヒトミ＆伊藤賢一　ジョイント・ライブ

  Open19:00 Start19:30

  チャージ2,000円（１ドリンク付き）

  お問い合わせ 011-261-1787

  

  10/11(土)北海道・札幌「玄米ごはん　カフェじょじょ」

  小松崎健＆伊藤賢一　ジョイント・ライブ

  Start18:00

  チャージ2,500円（１ドリンク付き）

  お問い合わせ　011-684-1040

  

  10/12(日)北海道・札幌「ふらっと」

  佐藤洋一＆伊藤賢一　ジョイント・ライブ

  Start15:00

  チャージ2,000円（１ドリンク付き）

  お問い合わせ　011-590-1080

  

  10/15(水)北海道・札幌「tone」

  田野崎文＆伊藤賢一　ジョイント・ライブ

  詳細未定

  お問い合わせ　011-738-5551

  

  10/17(金)東京・水道橋「ふらっとんTimes」

  浜田隆史＆伊藤賢一 ジョイントライブ

  Open18:30 Start19:00

  チャージ2,500円（要別途１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ　03-5840-8466

  

  10/25(土)東京・新宿「伊藤賢一　ギター教室」

  伊藤賢一　ソロギター・ライブ

  Open12:30 Start13:00

  チャージ2,000円（コーヒーとお菓子付き）

  

  11/14(金)東京・八王子「ふらっとん」

  伊藤賢一　ソロギター・ライブ

  Open19:00 Start19:30

  チャージ2,000円（別途要オーダー）

  お問い合わせ042-642-6205

  

  11/25(火)東京・初台「近江楽堂」

  花野美佳＆三好紅＆伊藤賢一　フルート、ヴィオラ、ギターによるコンサート

  Open18:30 Start19:00

  チャージ3,000円

  お問い合わせ http://www.oumigakudou.com

  

  12/5(金)三重・四日市「久茂」

  GTP Guiter Workshop Real Acoustic Live Vol.12

  伊藤賢一（ギター）　ゲスト：竹内いちろ（ギター）

  Open19:00 Start19:30

  チャージ2,500円

  お問い合わせ ichirogtp@gmail.com

  

  12/6(土)兵庫・尼崎「浜名医院内　DENホール」

  伊藤賢一　ソロギター・ライブ

  Open14:30 Start15:00

  チャージ2,000円

  お問い合わせ den-1833@nike.eonet.ne.jp

  ＊完全生音ライブです。

  

  

  ■打田十紀夫　http://www.tokiouchida.com/

  ※チケット購入→http://www.tab-guitar-school.co.jp

  

  9/27(土)兵庫・神戸「Live House Great Blue」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ（～バースデー・ライヴ～）

  OA／佐野高穂

  Open18:00 Start19:00

  料金2,500円（オーダー別）

  

  10/15(水)東京・岩本町「M's SPACE（モリダイラ楽器本社B1）」

  ミッシェル・オーモン＆打田十紀夫 Special Live!!

  Open19:00 Start19:30

  前売3,800円　当日4,200円

  

  10/18(土)群馬・高崎「青春の詩」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  ～「青春の詩」OPEN３周年記念～

  OA／goh

  Open17:30 Start18:00

  料金3,500円（１ドリンク・お料理付き）

  

  10/20(月)新潟・村上「楽屋（がくや）」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  Open19:30 Start20:00

  前売2,500円　当日2,800円（１ドリンク付き）

  

  10/22(水)青森・弘前「ASYLUM (アサイラム)」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  Open19:00 Start19:30

  料金3,000円（１ドリンク付き）

  

  10/23(木)青森・十和田「ハミング・バードII」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  Open19:00 Start20:00

  料金3,000円（１ドリンク付き）

  

  10/24(金)宮城・仙台「サテンドール2000」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  Open19:00 Start19:30

  料金3,000円（１ドリンク付き）

  

  10/25(土)岩手・盛岡「Breandi（ブレアンディ）」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  Open18:00 Start18:30

  料金3,000円（１ドリンク付き）

  

  10/26(日)山形・酒田「Blues Hiro　」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  OA／ロケット☆ホッパー

  Open18:00 Start18:30

  前売2,500円　当日2,800円（１ドリンク付き）

  

  

  ■岡崎倫典 http://www.rynten.com/

  

  10/7(火)東京・曙橋 「 バックインタウン 」

  ジョイントライブ

  高木麻早 with 岡崎倫典（AG）＆ 稲垣達志（AG、Cho）

  Open18:00 Start19:00

  料金5,000円（税込・要ドリンクとフードのオーダー）

  お問い合わせ TEL 03-3353-4655（15:00〜、日曜日定休）

  

  10/10(金)京都「 都雅都雅 」

  『〜還暦まつり〜』

  岡崎倫典ソロライブ

  ゲスト：杉田二郎、茶木みやこ

  Open18:00 Start19:00

  前売4,000円　当日4,500円（要オーダー）

  チケット販売：チケットぴあ：TEL 0570-02-9999、

  ローソンチケット： TEL 0570-084-005

  eplus： http://eplus.jp（PC・携帯とも）、

  京都＝都雅都雅／神 戸＝チキンジョージ

  （問）NOW WEST ONE　TEL 075-252-5150

  

  10/18(土)愛知・名古屋「 名古屋ブルーノート 」

  ジョイントライブ

  高木麻早 with 岡崎倫典（AG）＆ 稲垣達志（AG、Cho）

  1stステージ：開場17:30開演18:30

  2ndステージ：開場20:30開演21:15

  料金7,000円

  お問い合わせ 予約制、名古屋BNメンバーズは8月19日より受付開始

  一般は8月26日（火）より受付開始

  電話による予約：TEL 052-961-631（平日11:00〜20:00　土曜日日曜祝日休 み）

  インターネット：http://www.nagoya-bluenote.com

  携帯：http://www.nagoya-bluenote.com/i

  

  10/25(日)埼玉・越谷「 大野楽器越谷店内MACS 」

  『〜ソロ・アコースティックギター祭＆岡崎倫典スペシャルライブ〜』

  地元で活躍するギターリストも登場、岡崎倫典とのセッションもあります。

  Open17:00 Start17:30

  前売2,000円　当日2,500円（別途・ドリンク代500円）

  お問い合わせ　南越谷店 TEL 048-986-8686　担当：井澤、石田

  営業；11:00〜20:00　水曜日定休

  

  

  ■小川倫生　http://www.ogawa-michio.com/

  

  9/22( 月)福岡・小倉「フォークビレッジ」

  小川倫生＆伊藤賢一 ジョイントライブ

  Open18:30 Start19:00

  チャージ2,500円（要別途１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ　０９３−５１１−２１１５

  

  9/23( 火)大分・別府「ここちカフェ　むすびの」

  小川倫生＆伊藤賢一 ジョイントライブ

  Open18:00 Start18:30

  チャージ2,000円（要別途１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ ０９７７−６６−０１５６

  

  10/13(月・祝)埼玉・南浦和「宮内家」

  ソロギター・ライブat宮内家

  出演：小川倫生

  Open18:00 Start19:00

  チャージ2,500円（税込2,700円）（＊要1ドリンク以上のオーダー

  お問い合わせ ：宮内家　Tel:048-788-6033　fax:048-873-8125

  

  

  ■押尾コータロー　http://www.kotaro-oshio.com/

  

  押尾コータローコンサートツアー2014



  9/22（月）石川　北國新聞赤羽ホール

  〔開演〕19:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕北國芸術振興財団　076-260-3555


  9/23（火・祝）富山　アイザック小杉文化ホール ラポール　

  〔開演〕18:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕アイザック小杉文化ホール ラポール 0766-56-1515


  10/4（土）北海道　函館市民会館

  〔開演〕18:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕函館市民会館 0138-57-3111


  10/5（日）北海道　道新ホール

  〔開演〕17:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕WESS 011-614-9999


  10/12（日）福島　創空間 富や蔵

  〔開演〕17:00〔料金〕5,200円（自由席・整理番号付/税込）

  〔問〕キョードー東北 022-217-7788


  10/13（月・祝）宮城　名取市文化会館　中ホール

  〔開演〕17:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕キョードー東北 022-217-7788


  10/17（金）愛媛　松山市民会館　中ホール

  〔開演〕19:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕デューク松山　089-947-3535


  10/18（土）広島　アステールプラザ　中ホール　

  〔開演〕18:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕夢番地 広島082-249-3571


  10/25（土）埼玉　所沢市民文化センター ミューズ　マーキーホール　

  〔開演〕18:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕ミューズチケットカウンター 04-2998-7777


  10/26（日）京都　京都劇場　

  〔開演〕17:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕ナウ ウエスト ワン　075-252-5150


  10/29（水）兵庫　神戸朝日ホール　

  〔開演〕19:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕GREENS 06-6882-1224


  11/1（土）高知　高知県立県民文化ホール グリーンホール　

  〔開演〕18:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕デューク高知　088-822-4488


  11/3（月・祝）福岡　福岡国際会議場 メインホール　

  〔開演〕17:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕キョードー西日本　092-714-0159


  11/5（水）愛知　名鉄ホール　

  〔開演〕18:30〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕サンデーフォークプロモーション 052-320-9100


  11/8（土）東京　Bunkamuraオーチャードホール　

  〔開演〕17:30〔料金〕5,400円（全席指定/税込）

  〔問〕キョードー東京 0570-550-799

  

  ■川畑トモアキ　http://batarou.blog4.fc2.com

  

  10/3(金)兵庫・西宮「Uncle Jam」

  矢後憲太×川畑トモアキ　ジョイントライブ

  Open18:30 Start19:30

  料金2,500円　 (2ドリンク別途）

  お問い合わせ http://www.uncle-jam.jp

  

  10/10(金)大阪・桃谷「Anie」

  川畑トモアキ ソロギターライブ

  Open18:30 Start19:30

  料金2,500円　 (ドリンク別途）

  お問い合わせ　http://www12.plala.or.jp/anie/

  

  10/11(土)兵庫・元町「theater jazzy」

  川畑トモアキ ソロギターライブ

  Open19:00 Start20:00

  料金2,000円＋ドリンク、席代300円別途

  お問い合わせ http://nanos.jp/theaterjazzy/

  

  

  ■岸部眞明　 http://www.sutv.zaq.ne.jp/ckbsr709/main.html

  

  9/22(月)大阪・吹田「 ５thストリー」

  ～クズ祭りだよ 全員集合！～

  【出演】 ＰＥＴＡ 　養老彌助　西沢和弥 　岸部眞明 (他 出演者有り)

  Open18:30 Start19:30

  料金3,500円　 (1ドリンク付）

  お問い合わせ　TEL 06(6386)9114

  

  9/28(日)愛知・名古屋「スタジオエム」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open14:30 Start15:00

  料金3,500円

  お問い合わせ 0587-53-6416

  　自由席　電話予約のみ

  

  10/4(土)石川・白山「Pon Polo Pooh」

  「 ほっとほっとコンサート」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open18:00 Start18:30

  前売2,000円　当日2,500円

  お問い合わせ 　Pon Polo Pooh　TEL　076-214-6236

  

  10/5(日)富山・射水「円徳寺」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売2,500円　当日3,000円

  お問い合わせ先　090-2830−8007（池内）

  

  10/8(水)北海道・美唄「クックカフェ旅の途中に」

  岸部眞明ソロギターライブ

  オープニングアクト　岸 孝志

  Open19:00 Start19:30

  チケット3,000円(1ドリンク付）

  お問い合わせ　080-3504-0012　mail : takashiom18@gmail.com　　

  

  10/9(木)北海道・旭川「アーリータイムズ」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open19:00 Start19:30

  前売3,000円　当日3,500円(ドリンク別）

  

  10/10(金)北海道・富良野「傷つく森の緑」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open19:00 Start20:00

  料金3,000円(1ドリンク付）

  

  10/11(土)北海道・札幌「ジャムジカ」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円(ドリンク別）

  お問い合わせ Tel: 011-612-1900

  

  10/13(月)北海道・釧路「喫茶えいが館」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open19:00 Start19:30

  前売3,000円　当日3,500円(1ドリンク付）

  お問い合わせ　喫茶えいが館 　Tel　0154-22-0715

  

  10/18(土)沖縄・北中城村「あやかりの杜」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open18:00 Start18:30

  前売2,500円　家族割り2人以降2,000円

  当日3,500円　家族割り無し

  お問い合わせ　ソロギターサークル　プリングオフ

  yonekitty@yahoo.co.jp

  

  10/26(日)奈良・五條「スパゲティーハウス シエロ」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open17:30 Start18:00

  料金3,000円(ドリンク別売り）

  お問い合わせ　0747（22）9333

  

  10/31(金)東京・荻窪「ルースター」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open19:00 Start20:00

  料金2,500円(ドリンク別）

  お問い合わせ（03）5347-7369

  

  11/2(日)群馬・みどり市「ねこの時計」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open16:30 Start17:00

  料金3,000円（1ドリンク付）要予約　

  お問い合わせ　増田0277-73-6632

  

  11/3(土)栃木・大町「PLUM kitchen & cafe」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open16:00 Start17:00

  料金3,500円（1ドリンク付）全席自由　

  【定員30名様】

  お問い合わせ：090ｰ3596ｰ3139（ヨシバ）

  Facebook 葭葉 忠史（ヨシバ タダシ）

  https://www.facebook.com/tadashi.yoshiba

  

  11/4(火)東京・国立「Happon」

  岸部眞明ソロギターライブ

  ゲスト　下山亮平

  Open18:30 Start19:30

  料金3,160円別途　１ドリンクオーダー　　

  お問い合わせ 042-572-8888

  

  11/8(土)岡山・倉敷「音楽館」

  岸部眞明ソロギターライブ

  オープニングアクト　高尾和樹

  Open18:30 Start19:00

  前売2,500円別　当日3,000円　　

  お問い合わせ　086−434−2723

  

  11/9(日)広島「オーティス」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円別　当日3,500円 (1ドリンク付）　　

  お問い合わせ082-249-3885

  

  11/14(金)兵庫・甲子園口「Live&Bar Uncle Jam」

  岸部眞明ソロギターライブ

  ゲスト　下山亮平

  Open18:30 Start19:30

  料金3,000円別途（２ドリンク別）　

  お問い合わせ Tel　0798-64-5405（19:00〜25:00）

  メール　info@uncle-jam.jp

  

  11/15(土)山口「　菜香亭（さいこうてい)」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円別　当日3,500円

  高校生1,500円 　中学生以下　無料　 　

  お問い合わせ090-3635-9304　 montbell@c-abel.ne.jp　（ミヤシタ）

  主催　Bloom企画　

  後援　山口市、 あこね本舗、アコースティック同好会（めだかの学校）　

  

  11/16(日)山口・徳山「Gumbo」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open18:30 Start19:00

  料金3,000円 　 (1ドリンク付）

  お問い合わせ 0834-31-1051

  

  11/22(土)宮崎「ガーラム」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open18:00 Start19:00

  料金3,000円 　 (1ドリンク付）

  お問い合わせ 090-5298-6296

  

  11/23(日)鹿児島・指宿「Num Bar」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open15:00 Start15:30

  料金2,800円 　 (1ドリンク付）

  お問い合わせロールケーキ工房パレット0993-22-4447

  

  11/24(火)福岡「Read Cafe」

  出演　岸部眞明　逆瀬川剛史

  Open19:30 Start20:00

  前売3,000円　当日3,500円 (１ドリンク付)　

  お問い合わせ takeshi_sakasegawa@yahoo.co.jp　逆瀬川剛史まで

  またはお店まで　 092-713-8860

  

  11/26(水)福岡・小倉「フォークビレッジ」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open19:00 Start19:30

  前売2,500円　当日3,000円

  お問い合わせ http://members.jcom.home.ne.jp/folkvillage2/top.htm

  

  11/27(木)大分「f sound Cafe」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open19:30 Start20:00

  前売2,500円　当日2,500円 （いずれもドリンク別）

  お問い合わせ 　f sound Cafe　Tel 097-551-5380

  

  12/6(土)愛知・名古屋「源」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open18:20 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円

  お問い合わせ052-751-2550

  live-gen@musical.to

  

  12/7(日)愛知・名古屋「源」

  岸部眞明ギターセミナー

  セミナー　10:00〜18:00

  セミナー代　11,000円 （昼食代込み）

  限定　10名　

  お問い合わせ　源　052-751-2550

  

  

  ■伍々慧　http://gogosatoshi.com/

  

  10/4(土)大阪・河内長野「百年邑」

  ニーノアンドゴーゴーライブ at 百年邑

  【出演】ニーノアンドゴーゴー

  Open18:00 Start19:00

  料金2,500円（1ドリンク付）

  お問い合わせ　百年邑　0721-56-1107

  

  10/13(月)大阪・江坂「HOME.cafe」

  「指弾きの日 Live Vol.3 in OSAKA」

  出演：西山隆行（アコースティックギター）

  　　　http://www.musictail.net/nishi/

  　　　伍々慧（アコースティックギター）

  　　　http://www.gogosatoshi.com/topjp.html

  　　　さらさ（アコースティックギター＆アイリッシュハープ)

  　　　http://duosarasa.jp/home.html

  　　　まるやまたつや（アコースティックギター）

  　　　http://maruchan0208.wix.com/maruyama

  　　　名渡山遼（ウクレレ）

  　　　http://www.ryonatoyama.com/HOME.html

  　　　オープニングアクト：KOYUKI（アコースティックギター）

  　　　　　　　　　　　　 RIO（ウクレレ）

  Open11:30 Start12:00

  料金2,500円+１ドリンク&１フード オーダー要

  ーーーーチケット＆ご予約についてーーーーー

  ※全席自由席となっております。事前チケット購入分に”入場整理番号”をお付けして、発行（郵送、または受付に取り置き）いたします。

  ※ご予約をいただいても、代金のお振込確認が取れない場合は、チケットのお席の確保、取り置きはできませんのであらかじめご了承をお願いいたします。

  ※”事前チケット購入のご連絡”は musictail@me.com まで、「購入希望枚数」「代表名」「ご連絡先」を記入のうえ、メールをお送りくださいませ。

  ※事前チケットの購入は、購入連絡をいただいたお客様へ”振込先口座”をご連絡いたします。”お振込確認順”にて”入場整理番号付きチケット”を発行いたします。

  ※HOME,Cafeさんではチケットの購入、予約、お席の確保等は行っておりません。各種お問い合わせ等は musictail@me.com までご連絡をお願いします。

  ※席数が少ないため、事前チケット購入をオススメいたします。チケットが完売した場合、追加チケットの発行はございません。

  

  10/ 16(木)大阪・京橋「ベロニカ」

  インストブッキングイベント

  【出演】さらさ（広島）、ウミネコ楽団、ニーノアンドゴーゴー,etc

  Open18:00 Start19:00

  料金2,000円（別途1フード＆1ドリンク要オーダー）

  お問い合わせ ベロニカ　06-6939-9292

  

  10/18(土)愛知・一宮「Denpo-G Studio」

  アコースティックギターソロライブ

  【出演】伍々慧

  Open16:30 Start17:00

  料金2,000円

  お問い合わせ http://denpo-g-studio.com/mail.html

  

  10/19(日)福井・越前「越前市粟田部町花筐公民館横"ふるさとの家"」

  アコースティックギターソロライブ

  【出演】伍々慧

  Open18:30 Start19:00

  前売2,000円　当日2,500円

  お問い合わせ　担当：龍田さん 090-9443-3952

  

  11/1(土)大阪・岸和田「ウクレレショップOhana」

  ニーノアンドゴーゴーライブ at Ohana

  【出演】ニーノアンドゴーゴー

  Open14:00 Start14:30

  料金2,000円（先着30名限定）

  お問い合わせ Ohana 072-431-7788

  

  11/15(土)東京・恵比寿「ドルフィンギターズ恵比寿店」

  ソロギターインストアライブ

  【出演】伍々慧

  Open19:00 Start19:30

  料金2,200円

  お問い合わせ ドルフィンギターズ恵比寿店 03-6415-3580

  

  11/16(日)静岡「LIVING ROOM」

  ソロギターライブ

  【出演】伍々慧

  Start17:00

  料金2,500円（別途要オーダー）

  お問い合わせ LIVING ROOM 054-260-7605

  

  11/30(日)大阪・吹田「5th-Street」

  アコースティックギターソロライブ”秋の小さな演奏会"

  【出演】伍々慧

  Open16:00 Start17:00

  前売2,500円　当日3,000円（別途ドリンク代500円）

  お問い合わせ 5th-Street 06-6386-9114

  

  

  ■小松原俊　http://www.shun-komatsubara.com/

  

  9/27(土)北海道・釧路「喫茶 えいが館」

  小松原俊＆PETA　北海道二人旅2014釧路

  Open19:00 Start19:30

  前売3,000円　当日3,500円（１ドリンク付）

  お問い合わせ 長崎様 090-1304-0409　喫茶えいが館　0154-22-0715（15:00以降）

  

  9/28(日)北海道・根室「茶房　栞（しおり）」

  小松原俊＆PETA　北海道二人旅2014根室

  Open17:30 Start18:00

  料金3,000円（１ドリンク付）

  お問い合わせ　0153-24-7796

  

  9/30(火)北海道・浜頓別「おやじの店」

  小松原俊＆PETA　北海道二人旅2014

  Open18:30 Start19:00

  料金2,000円（ドリンク代500円別途必要）

  お問い合わせ　01634-2-2362（山内）

  

  10/1(水)北海道・旭川「アーリータイムズ」

  小松原俊＆PETA　北海道二人旅2014旭川

  Open19:00 Start19:30

  料金3,000円（D別要オーダー）

  お問い合わせ 0166-22-2461

  

  10/2(木)北海道・美唄「アルテピアッツァ美唄 アートスペース」

  小松原俊＆PETA　北海道二人旅2014美唄

  【OA】岸 孝志

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円

  お問い合わせ Precious 0126-62-5368 岸

  〈メール〉takashiom18@gmail.com

  【備考】 《アクセス》交通アクセス

  ●札幌より車の場合

  道央自動車道利用で札幌JCTより35分、新千歳空港より60分

  美唄IC下車、右折後、道道美唄炭山線を1.7km （約5分）

  ●札幌より電車の場合

  JR函館本線 特急にて34分、

  美唄駅前よりバス20分

  市民バス時刻表 http://www.city.bibai.hokkaido.jp/2007/09/1821/files/H24.10higashi.pdf


  公演終了後に美唄駅まで400円でタクシー（相乗り）をご用意も可能です。受付の際、お声かけの方よろしくお願いします。


  10/3(金)北海道・滝川「医食屋」

  小松原俊＆PETA　北海道二人旅2014滝川

  Open18:30 Start19:00

  料金3,000円（1D付）

  お問い合わせ　主催 医食屋・ほそかわ整体僚術院 090-8374-6099(細川)

  

  10/4(土)北海道・札幌「Cafe Mellow」

  小松原俊＆PETA　北海道二人旅2014札幌

  Open19:30 Start20:00

  前売3,000円　当日3,500円（共にD別途要オーダー）

  お問い合わせ　tel 011－827－0114／cafe-mellow.com@sj9.so-net.jp

  

  10/12(日)茨城・旭村「歴史民俗資料館　かやぶき堂」

  ～ 小松原 俊　＆　藤田 恵美 ジョイントコンサート ～

  出演/小松原 俊（ＡＧ）・藤田恵美（Ｖｏ）　support 宇戸俊秀

  Open18:00 Start18:30

  料金4,000円（おにぎり＆１ドリンク付）　※要予約

  お問い合わせ　０２９１-３７-１２３４ (かやぶき堂/菅谷)

  

  10/17(金)大阪・吹田「COFFEE HOUSE 5th-street」

  小松原俊ソロライブ

  Open18:00 Start19:00

  前売2,800円　当日3,200円（※別途ドリンク代￥５００必要）

  お問い合わせ TEL 06-6386-9114

  

  10/18(土)兵庫・尼崎「浜名外科医院　ＤＥＮホール」

  小松原俊ソロライブ

  Open14:30 Start15:00

  前売3,000円

  お問い合わせ den-1833@nike.eonet.ne.Jp

  

  Acoustic Guitar World Presents

  ソロギターコンサート　Dramatic!!

  

  出演：小松原俊　http://www.shun-komatsubara.com/home.htm

  　　　田中彬博　http://tanakaakihiro.com

  　　　Shohei Toyoda　http://shoheitoyoda6.wix.com/english#!__japanese

  　　　矢後憲太　http://acoustic-kenta-y.jimdo.com

  オープニングアクト：奏帆　http://www.kanaho.com　

  

  ■日程：2014年11月29日(土)16:00開場　16:30開演

  

  ■会場：古賀政男音楽博物館内けやきホール

  　　　〒151-0064 東京都渋谷区上原三丁目6－12

  　　　小田急線、地下鉄千代田線 代々木上原駅下車　徒歩3分

  　　　http://www.koga.or.jp/hall/

  

  ■料金：前売3,500円　当日4,000円(全席自由)

  

  ■チケット発売：8月30日(土)10:00から販売開始

  　★ホームページ上で販売

  　★チケットぴあ　パソコン：http://ticket.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1437853

  　 　　　　　　 携帯電話 ：http://m.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1437853

  　　　スマートフォン：http://md-ticket.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1437853

  　★イープラス　http://eplus.jp/sys/T1U14P0010843P006001P002135001P0030001

  　★LAST GUITAR　店頭で販売

  

  ■お問い合わせ　Acoustic Guitar World 　mail　info@aco-world.com

  ■協賛・協力：LAST GUITAR、sign-pole records、solo-gutar.info

  

  

  ■逆瀬川剛史　http://blog.livedoor.jp/takeshi_sakasegawa/

  

  11/29(土)大阪「MIKIミュージックサロンなんばパークス」

  アンドレス・ゴドイ＆逆瀬川剛史コンサート

  開場17:30　開演18:00

  前売3,000円　当日3,500円

  お問い合わせ　三木楽器梅田店 06-6361-2211 umeda@miki.co.jp (email)

  http://mikigakki.com/umeda-acoustic/

  

  

  ■坂元昭二　http://www.december.co.jp

  

  9/27(土)鹿児島「空のカフェ」

  坂元昭二ギターソロ　生音ライブ

  Open16:00 Start17:00

  前売3,000円　当日3,500円※別途１ドリンクオーダー要

  お問い合わせ　Tel. 099-248-0155　空のカフェ

  

  9/28(日)熊本・阿蘇「Lounge HAVEN」

  坂元昭二ギターソロ

  出演 ： 坂元　昭二、西村　美和（二胡）

  Open20:00 Start21:00

  前売5,000円　当日5,500円※飲み放題＋軽食付き

  お問い合わせ Tel. 0967-22-4646

  

  10/10(金)東京・四谷「ライブインマジック」

  坂元昭二ギターコンサート「おとのはことのは」Vol.1　

  Open18:00 Start19:00

  前売3,500円　当日4,000円※１ドリンク付

  お問い合わせ ＜メール＞　fcweb@yogipro.co.jp　下記内容を送信して下さい。

  　　件名：おとのはことのは

  　　本文：(1)お名前　(2)枚数　(3)電話番号

  　　※返信メールをもちまして予約完了となります。

  ＜TEL＞　070-5020-7262　オフィスディセンバー

  

  10/25(土)宮崎・小林「フラワー」

  フォークミーティング・ライブ　

  Start20:00

  前売3,000円　当日3,500円※１ドリンク付

  フォークミーティング・ライブとは、坂元が関わった事のあるミュージシャン（もしくは仲のいいミュージシャン）～さだまさし、ふきのとう、細坪基佳、村下孝蔵、かぐや姫等をリスペクトするアマチュアの方と坂元のコラボレーション・ライブ。そして坂元ソロ・ライブと、一度で二度楽しめるライブです。

  お問い合わせ Tel. 0984-22-3572

  

  10/26(日)宮崎「ライブハウス　絃」

  フォークミーティング・ライブ　

  Open19:00 Start19:30

  料金3,000円※１ドリンク付

  お問い合わせ Tel. 0985-88-7706　絃

  

  10/27(月)宮崎・都城「Cafe Sophia～カフェ ソフィア～」

  坂元昭二ギターソロ　生音ライブ

  Open17:30 Start18:00

  料金2,000円※飲食別

  お問い合わせ Tel. 0986-77-5965　携帯 090-3867-3863 (カフェソフィア 瀬戸山) 　　

  Tel. 070-5020-7262 （オフィスディセンバー）

  備考 ： ※20名限定　ご予約はお早めにお願い致します。

  ※ライブ終了後に懇親会（別料金）があります。参加ご希望の方はライブ予約時にお 知らせ下さい。ソフィア・ライブ限定特製ワンプレートメニューを提供致します。

  

  10/31(金)北海道・富良野「啄木鳥（きつつき）」

  坂元昭二ギターソロ

  Open19:00 Start20:00

  前売3,000円　当日3,500円※１ドリンク付

  お問い合わせ　Tel. 0167-23-4766

  

  11/8(土)大阪・吹田「COFFEE HOUSE 5th-street　」

  坂元昭二ミニライブ＆フォークミーティング

  Open17:00 Start17:30

  料金3,500円※１ドリンク付

  お問い合わせ　Tel. 06-6386-9114　5th street

  

  11/9(日)奈良「町屋カフェ　noconoco」

  坂元昭二「高取歴史の風景に爪弾くギター」

  OA ： Aya

  Open16:30 Start16:50

  料金3,000円※お食事、１ドリンク付

  お問い合わせ Tel. 0744-52-4771　町屋カフェ「ｎｏｃｏｎｏｃｏ」

  企画 ： Soncho Music Project

  

  11/16(日)千葉・木更津「お蔵シアター」

  坂元昭二ギターソロ　～風のとまり木～

  O.A. ： 國吉磨寿美

  昼の部　14:00開演

  夜の部　18:00開演

  料金2,500円※お食事、１ドリンク付

  お問い合わせ Tel. 0438-22-2103　または　090-2161-7339（岩瀬）

  

  11/22(土)埼玉・羽生市「TAKE１」

  坂元昭二・柿沼タケシGGSコンサート

  Open17:00 Start18:00

  前売3,000円　当日3,500円※１ドリンク付

  お問い合わせ　090-4925-6602 TAKE1

  

  11/30(日)東京・曙橋「BACK IN TOWN」

  坂元昭二ギターソロ

  ゲスト ： 宅間久善（Percussion）

  Open17:00 １）18:00～19:00　　２）19:30～20:30　※入替えなし

  料金3,780円　※高校生以下￥2,700　　※飲食別

  お問い合わせ Tel. 03-3353-4655　またはバックインタウンHP http://homepage3.nifty.com/backintown/よりご予約下さい。

  ※予約順にステージ前の座席からお取りします。

  

  12/13(土)広島「楽座」

  坂元昭二ギターソロ

  Open18:00 Start18:30

  前売3,000円　当日3,500円※１ドリンク付

  お問い合わせ Tel. 082-246-1019　楽座

  

  

  ■住出勝則　http://www.masasumide.com/

  

  10/25(土)石川・白山「ポンポロプーFPホール」

  「住出勝則＆田中彬博」アコースティックLIVE

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円（１ドリンク付）

  お問い合わせ 076-214-6236（Pon Polo Pooh）

  

  11/9(日)東京・原宿「原宿クエストホール」

  HUKUROH　～永遠の青春ライヴ～

  矢沢透、滝ともはる、住出勝則

  Open16:00 Start16:30

  料金6,000円 ※ 全席指定

  お問い合わせ 03-3478-9999（キャピタルビレッジ）

  チケット一般発売

  8月8日（金）～ チケットぴあ / ローソンチケット / イープラス / CNプレイガイド / キャピタルビレッジ

  キャピタルビレッジ・オンライン先行予約

  7月19日（土）午前10:00 ～ 8月3日（日）午前10:00

  抽選：8月5日（火）

  

  

  ■竹内いちろ　http://mrgtr.web.fc2.com

  

  10/13(月)三重・四日市「radi cafe apartment」

  秋カフェ　柴田晶子くちぶえコンサート

  柴田晶子(口笛）見掛英治（ベース）竹内いちろ（ギター）

  Open13:00 Start14:00

  前売1,500円　当日2,000円　小学生以下500円（１オーダー別途）

  お問い合わせradi cafe apartment　059(352)4680

  ROOT(Misaki) 　　　059(324)8891

  http://www.radicafe.com/

  

  10/18(土)奈良「にこちゃん堂」

  竹内いちろアコースティックソロライヴ

  Open15:30 Start16:00

  料金2,500円（飲食別途）

  お問い合わせ http://nicochandou.net/top.html

  

  11/22(土)愛知・一宮「Denpo-G Studio」

  PETA/（歌・ギター）・竹内いちろ（ギター、歌）

  Open16:30 Start17:00

  料金2,500円

  お問い合わせ ichirogtp@gmail.com

  

  11/23(日)三重・四日市「久茂」

  GTP Guiter Workshop Real Acoustic Live Vol.11

  PETA（歌、ギター）　ゲスト竹内いちろ（歌、ギター）

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円

  お問い合わせ ichirogtp@gmail.com

  

  12/5(金)三重・四日市「久茂」

  GTP Guiter Workshop Real Acoustic Live Vol.12

  伊藤賢一（ギター）　ゲスト竹内いちろ（ギター）

  Open19:00 Start19:30

  料金2,500円

  お問い合わせ ichirogtp@gmail.com

  

  

  ■田中彬博　http://tanakaakihiro.com

  

  9/22(月)北海道・遠軽「BAR eve」

  『AKI-CHU 北海道 紋別・道東ツアー2014』

  吉川忠英・田中彬博

  Open18:00 Start19:00

  料金2,500円

  お問い合わせ　0158-42-3327 (BAR eve)

  

  9/23(火)北海道・西興部「ホテル森夢（リム」

  『AKI-CHU 北海道 紋別・道東ツアー2014』

  吉川忠英・田中彬博

  Open17:30 Start18:00

  料金2,000円

  お問い合わせTel.090-1645-9450（K音楽サークル 小崎 ）

  

  9/26(金)北海道・標茶「喫茶ぽけっと」

  『AKI-CHU 北海道 紋別・道東ツアー2014』

  吉川忠英・田中彬博

  Open19:00 Start19:30

  前売3,000円当日3,500円 (1ドリンク付)　

  お問い合わせ　Tel: 015-485-2918 (喫茶ぽけっと)

  

  9/27(土)北海道・美幌「プチ・パーティー」

  『AKI-CHU 北海道 紋別・道東ツアー2014』

  吉川忠英・田中彬博

  Open19:00 Start19:30

  前売3,000円当日3,500円 (1ドリンク別)　

  お問い合わせ　Tel: 0152-73-2227 (プチ・パーティー)

  

  9/28(日)北海道・滝上「たきのうえホテル渓谷」

  『AKI-CHU 北海道 紋別・道東ツアー2014』

  吉川忠英・田中彬博

  Open18:00 Start18:30

  前売2,000円当日2,500円 (1ドリンク別)　

  お問い合わせ Tel: 0158-29-3399 (たきのうえホテル渓谷)

  

  10/1(水)大阪「大阪市中央公会堂レストラン 中之島倶楽部」

  秋の音楽祭 Special guest 田中彬博

  一部 start 17:30〜 二部 start 19:30〜 (各回４０分程度・入れ替えなし)　

  ミュージックチャージ無料（お食事のオーダーのみでお楽しみいただけます）

  お問い合わせ 中之島倶楽部　Tel：０６−６２３３−３５８０

  

  10/2(木)京都・河原町五条「アウノウンパー」

  “田中彬博 & 矢後憲太 in aunoun parlour”

  Open19:30 Start20:00

  料金3,500円 （ドリンク付き）

  お問い合わせ MAIL： mail@aunoun.com Tel : 080-3873-2121 (キシモト)

  

  10/13(月)京都・「京料理 清和荘」

  吉川忠英 × 田中彬博 “AKI-CHU” in 清和荘

  Open17:30 Start18:00

  料金4,000円

  お問い合わせTel: 075-641-6238 (清和荘)

  または　info@seiwasou.com (清和荘)　まで。

  

  10/14(火)岡山・津山「珪藻土の館(空間工房)」

  吉川忠英 × 田中彬博 “AKI-CHU”

  Open18:30 Start19:30

  前売3,500円　当日4,000円（1ドリンク付）

  お問い合わせ　0868-24-6656／メール info@coocankobo.com

  

  10/17(金)広島「芸北オークガーデン 森林の館」

  吉川忠英 × 田中彬博 “AKI-CHU Acoustic Tour 2014”

  Open18:30 Start19:00

  前売2,500円当日3,000円 (1ドリンク付き)　

  お問い合わせ　Tel: 090-1180-2091 (小松)

  

  10/18(土)広島・三次「みよし本通りMORITOU」

  AKI-CHU in MORITOU “OMISE de LIVE”

  吉川忠英 × 田中彬博

  Open19:00 Start19:30

  前売3,000円当日3,500円

  お問い合わせ Tel: 0824-62-2249 (10:00〜18:00 水曜定休 / MORITOU)

  

  10/19(日)岡山・児島「ナッシュサーフアメリカン」

  AKI-CHU in Naish Surf American

  吉川忠英 × 田中彬博

  Open17:30 Start19:00

  前売3,500円当日4,000円(１ドリンク付き)

  お問い合わせ Tel: 086-470-0150 (ナッシュサーフアメリカン）

  

  10/25(土)石川・白山「ポンポロプーFPホール」

  「住出勝則＆田中彬博」アコースティックLIVE

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円（１ドリンク付）

  お問い合わせ 076-214-6236（Pon Polo Pooh）

  

  11/9(日)兵庫・西宮「苦楽園 遊楓亭」

  田中彬博コンサート 〜お茶とマカロンとギターの調べ〜

  Open14:00 Start15:00

  料金2,800円(お茶とマカロン付き)

  お問い合わせ yuuhuutee@gmail.com

  または Tel: 0798-77-0415 (遊楓亭 浅尾) まで

  

  11/28(金)埼玉・南浦和「宮内家」

  田中彬博 ソロライブ in 宮内家

  Open18:30 Start19:30

  料金3,240円(１ドリンク付き)

  お問い合わせ 048-788-6033 (宮内家)

  

  Acoustic Guitar World Presents

  ソロギターコンサート　Dramatic!!

  

  出演：小松原俊　http://www.shun-komatsubara.com/home.htm

  　　　田中彬博　http://tanakaakihiro.com

  　　　Shohei Toyoda　http://shoheitoyoda6.wix.com/english#!__japanese

  　　　矢後憲太　http://acoustic-kenta-y.jimdo.com

  オープニングアクト：奏帆　http://www.kanaho.com　

  

  ■日程：2014年11月29日(土)16:00開場　16:30開演

  

  ■会場：古賀政男音楽博物館内けやきホール

  　　　〒151-0064 東京都渋谷区上原三丁目6－12

  　　　小田急線、地下鉄千代田線 代々木上原駅下車　徒歩3分

  　　　http://www.koga.or.jp/hall/

  

  ■料金：前売3,500円　当日4,000円(全席自由)

  

  ■チケット発売：8月30日(土)10:00から販売開始

  　★ホームページ上で販売

  　★チケットぴあ　パソコン：http://ticket.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1437853

  　 　　　　　　 携帯電話 ：http://m.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1437853

  　　　スマートフォン：http://md-ticket.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1437853

  　★イープラス　http://eplus.jp/sys/T1U14P0010843P006001P002135001P0030001

  　★LAST GUITAR　店頭で販売

  

  ■お問い合わせ　Acoustic Guitar World 　mail　info@aco-world.com

  ■協賛・協力：LAST GUITAR、sign-pole records、solo-gutar.info

  

  

  ■谷本光　http://blogs.yahoo.co.jp/tanimotohikaru

  

  10/4(土)愛媛・今治「小田山 海南寺」

  Shima Jam 2014 in 大島

  出演者　小沼ようすけ / Keison / 谷本光

  Open14:00 Start15:00

  料金3,000円

  お問い合わせ http://shimajam.com

  

  10/5(日)愛媛・松山「鹿島 特設ステージ」

  Shima Jam 2014 in 鹿島

  出演者　小沼ようすけ / Keison / sequick / DJ bara / 谷本光 / 佐藤昴蒔 /

  　DJ Kuromitsu / DJ 　Tetsuoman

  Open12:00 Start13:00

  料金4,000円

  お問い合わせ http://shimajam.com

  

  

  ■豊田渉平　http://shoheitoyoda6.wix.com/english

  

  9/21(日)三重・四日市「久茂」

  豊田渉平(ギター、歌）/竹内いちろ（ギター、歌）

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円

  お問い合わせ ichirogtp@gmail.com （屋内禁煙録音撮影禁止）

  

  

  Acoustic Guitar World Presents

  Special Live!! 　Song & Guitar Revival

  

  出演：KAI　http://kaipetite.exblog.jp

  　　　エバラ健太　http://www.ebarakenta.com

  　　　Shohei Toyoda　http://shoheitoyoda6.wix.com/english#!__japanese

  

  ■日程：2014年9月23日(火・祝)18:00開場　18:30開演

  

  ■会場：新宿ミノトール2

  http://www.mino-2.com/hp/index.htm

  東京都新宿区新宿5-11-4　龍生堂ビルB1

  交通：都営新宿線・東京メトロ丸の内線、副都心線

  　『新宿三丁目』下車　Ｃ7番出口より徒歩1～2分

  　(JR新宿駅からも徒歩10分程度です)

  地図　http://www.mino-2.com/hp/map/map.htm

  

  ■料金：3,500円(1ドリンク付、別途1フードオーダー要)

  　限定50名！

  

  ■ご予約・お問い合わせ：メール　info@aco-world.com

  　電話070-6425-9215　重枝(シゲエダ)まで

  　予約受付中！！

  　※メールの件名に「9/23予約」、本文にお名前と人数をご記入ください

  

  10/12(日)京都「円山公園音楽堂」

  京都文化祭典 『Country Dream Concert 14』

  Open11:30　Start12:00

  カントリー1日券　一般：3,000円(当日3,500円)　学生2,000円(当日2,500円)

  フォーク＆カントリー２日通し券　　前売りのみ 5,000円

  http://www.k-country.com/Kennys_Country_Music_Station/kantoridorimu.html

  チケット販売場所　ケニーズへ　０７５−４５１−３７９７

  

  

  Acoustic Guitar World Presents

  ソロギターコンサート　Dramatic!!

  

  出演：小松原俊　http://www.shun-komatsubara.com/home.htm

  　　　田中彬博　http://tanakaakihiro.com

  　　　Shohei Toyoda　http://shoheitoyoda6.wix.com/english#!__japanese

  　　　矢後憲太　http://acoustic-kenta-y.jimdo.com

  オープニングアクト：奏帆　http://www.kanaho.com　

  

  ■日程：2014年11月29日(土)16:00開場　16:30開演

  

  ■会場：古賀政男音楽博物館内けやきホール

  　　　〒151-0064 東京都渋谷区上原三丁目6－12

  　　　小田急線、地下鉄千代田線 代々木上原駅下車　徒歩3分

  　　　http://www.koga.or.jp/hall/

  

  ■料金：前売3,500円　当日4,000円(全席自由)

  

  ■チケット発売：8月30日(土)10:00から販売開始

  　★ホームページ上で販売

  　★チケットぴあ　パソコン：http://ticket.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1437853

  　 　　　　　　 携帯電話 ：http://m.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1437853

  　　　スマートフォン：http://md-ticket.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1437853

  　★イープラス　http://eplus.jp/sys/T1U14P0010843P006001P002135001P0030001

  　★LAST GUITAR　店頭で販売

  

  ■お問い合わせ　Acoustic Guitar World 　mail　info@aco-world.com

  ■協賛・協力：LAST GUITAR、sign-pole records、solo-gutar.info

  

  

  

  ■西村歩　http://www.ayumusic.com/

  

  2014/09/23（火・祝）

  【大阪府】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：ドルフィンギターズ江坂店

  （大阪府吹田市江坂町1-23-34 第2梓ビル5F）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：06-6310-6180

  開場／19:30　開演／20:00

  料金：2,160円（当日会場精算）

  

  2014/10/10（金）

  【栃木県】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：宮フォーク村

  （栃木県宇都宮市江野町6-6　井上ビル３Ｆ）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：028-637-1115

  開場／19：30　開演／20：00

  料金：2,000円（別途ドリンクオーダー）

  

  2014/10/11（土）

  【群馬県太田市】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  オープニングアクト：カブリシャス

  会場：cafe SCORE

  （太田市内ヶ島町1046-5）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0276-48-5070

  開演／19：00

  料金：2,500円（1ドリンク付き）

  

  2014/10/12（日）

  【群馬県高崎市】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：Cafe あすなろ

  （群馬県高崎市鞘町７１）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：027-384-2386

  開場／18：00　開演／18：30

  料金：2,000円（別途要1ドリンクオーダー）

  

  2014/10/13（月・祝）

  【新潟県】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：ジャズ喫茶スワン

  （新潟県新潟市中央区西堀通4番町819）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：025-223-4349

  開演／15：00

  料金：2,500円（1D付き）

  

  2014/10/15（水）

  【東京都】

  【井草聖二×西村歩ジョイントライブ】

  会場：K2 studio

  （東京都調布市仙川町1-27-24 K2ビルディングB1F）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：03-5314-9974

  開場／19：00　開演／19：30

  料金：3,000円（1ドリンク付き）

  

  2014/10/16（木）

  【静岡県浜松市】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：なんでモール

  （静岡県浜松市中区上島5丁目22-26）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：053-474-8889

  メール cafe@nandemall.com

  開場／19：00　開演／19：30

  料金：￥2500（ドリンク別途注文）

  

  2014/10/17（金）

  【山梨県】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：ハーパーズミル

  （山梨県甲府市東光寺町1346 ）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：055-233-3157

  開場／19：00　開演／19：30

  料金：2,500円（1ドリンク付）

  

  2014/10/18（土）

  【東京都】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：CAFE RIJN（カフェライン）

  （東京都千代田区三崎町2-11-12　アイロンビル1F）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：03-3262-4675

  開場／17：00　開演／18：00

  料金：2,500円（ドリンク別）

  

  2014/10/19（日）

  【埼玉県】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：宮内家

  （埼玉県さいたま市南区南本町2-3-8志賀パレスビル1F）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：048-788-6033　営業時間18:00～22:00

  開場／18：00　開演／18：30

  料金：￥2,700（要別途ドリンクオーダー）

  

  2014/11/01（土）

  【長崎県佐世保市】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：音食亭 ブラウニー

  （長崎県佐世保市京坪町4-3）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0956-25-4777

  開場／19：30　開演／20：00

  料金：2,000円（別途ドリンクオーダー）

  

  2014/11/02（日）

  【長崎県佐世保市】

  佐世保高専・高専祭コンサート

  会場：佐世保高専第一体育館

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：080-8553-2959（平山）

  開場／12:15　開演／12:45（30分程度の演奏）

  料金：500円（当日のみ）

  

  2014/11/19（水）

  【兵庫県西宮市】

  【GIN×西村歩ジョイントライブ】

  会場：アンクルジャム

  （兵庫県西宮市甲子園口3-15-9 秋津州ビル1F ）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0798-64-5405

  開場／19：00　開演／20：00

  料金：3,000円（別途2ドリンクオーダー）

  

  2014/11/20（木）

  【岡山県倉敷市】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：音楽舘

  （〒710-0043岡山県倉敷市羽島647-16）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：086-434-2723

  開場／19：00　開演／19：30

  料金：2,500円

  

  2014/11/21（金）

  【広島県呉市】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  オープニングアクト：オガタマモル

  会場：Cafe' BLEU

  （広島県呉市広古新開2-7-8 1Ｆ）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：090-2177-7598

  開場／18：30　開演／19：00

  料金：2,500円（1ドリンク付き）

  

  

  ■西山隆行　https://www.facebook.com/Nishi.Nishiyama

  

  9/22(土)静岡・浜松「IGUZIONE cafe 浜松本店（イグツィオーネ）」

  「西山隆行 & 石橋敬三 Studio live & Seminar in NAGOYA」

  「西山隆行 ソロライブ in 浜松」

  Open19:00 Start19:30

  カンパ制（投げ銭形式）＋オーダー　　

  お問い合わせ https://www.facebook.com/iguzione.cafe.hamamatsu

  

  9/23(日)愛知・名古屋「八事　KORG STUDIO EXTREME」

  「西山隆行 & 石橋敬三 Studio live & Seminar in NAGOYA」

  出演：西山隆行（アコースティックギター）

  　　　石橋敬三（マンドリン）

  Open16:30 Start17:00

  料金2,500円

  お問い合わせ http://www.korgstudio.jp/

  

  9/24(水)滋賀・長浜「川崎や」

  「毎月２４日はにっしーの日 Live in 滋賀県！！！」

  出演：西山隆行

  Open19:00 Start19:30

  料金2,500円（ドリンク付）

  お問い合わせ http://kawasakiya.web.fc2.com/

  

  9/27(土)和歌山「珈琲店カデンツ」

  「西山隆行 & 石橋敬三 LIVE in 和歌山」

  Open13:15 Start13:30

  チャージ：無し　カンパ制（投げ銭形式）＋オーダー

  お問い合わせ 073-418-4620

  ご予約 musictail@me.com

  

  9/27(土)和歌山・白浜「ペトラの里」

  「西山隆行 & 石橋敬三 LIVE in 白浜」

  Open19:30 Start20:00

  料金2,000円ソフトドリンクおかわり自由＆おつまみ付）

  ライブチャージ：無し　カンパ制（投げ銭）

  お問い合わせ http://www.geocities.jp/petranosato/

  

  10/6(月)広島「Flying kids」

  出演：さらさ（アコギ＆アイリッシュ•ハープ）、西山隆行（アコギ）

  Open19:30 Start20:00

  料金2,000円＋ドリンクオーダー

  お問い合わせ musictail@me.com

  

  10/10(金)愛知・名古屋「DOXY（ドキシー）」

  『MAI KAWAMURA CONCERT 2014』

  メンバー：MAI KAWAMURA (Vo)

  　　　　 森寿美枝（P)

  　　　　 荒木真（SAX)

  　　　　 西山隆行（guest,G)

  Open18:00 Start19:30

  料金4,000円（CD付、別途テーブルチャージ５００円＋飲食代）

  お問い合わせ onecolorrecords@gmail.com

  ご予約メールには「お名前」と「人数」をお知らせください。チケットの発行はありまっせん。料金は、当日会場でお支払いをお願いします。

  

  10/13(月)大阪・江坂「HOME.cafe」

  「指弾きの日 Live Vol.3 in OSAKA」

  出演：西山隆行（アコースティックギター）

  　　　http://www.musictail.net/nishi/

  　　　伍々慧（アコースティックギター）

  　　　http://www.gogosatoshi.com/topjp.html

  　　　さらさ（アコースティックギター＆アイリッシュハープ)

  　　　http://duosarasa.jp/home.html

  　　　まるやまたつや（アコースティックギター）

  　　　http://maruchan0208.wix.com/maruyama

  　　　名渡山遼（ウクレレ）

  　　　http://www.ryonatoyama.com/HOME.html

  　　　オープニングアクト：KOYUKI（アコースティックギター）

  　　　　　　　　　　　　 RIO（ウクレレ）

  Open11:30 Start12:00

  料金2,500円+１ドリンク&１フード オーダー要

  ーーーーチケット＆ご予約についてーーーーー

  ※全席自由席となっております。事前チケット購入分に”入場整理番号”をお付けして、発行（郵送、または受付に取り置き）いたします。

  ※ご予約をいただいても、代金のお振込確認が取れない場合は、チケットのお席の確保、取り置きはできませんのであらかじめご了承をお願いいたします。

  ※”事前チケット購入のご連絡”は musictail@me.com まで、「購入希望枚数」「代表名」「ご連絡先」を記入のうえ、メールをお送りくださいませ。

  ※事前チケットの購入は、購入連絡をいただいたお客様へ”振込先口座”をご連絡いたします。”お振込確認順”にて”入場整理番号付きチケット”を発行いたします。

  ※HOME,Cafeさんではチケットの購入、予約、お席の確保等は行っておりません。各種お問い合わせ等は musictail@me.com までご連絡をお願いします。

  ※席数が少ないため、事前チケット購入をオススメいたします。チケットが完売した場合、追加チケットの発行はございません。

  

  10/24(金)滋賀・長浜「川崎や」

  「ハーパーズミル LIVE & 毎月２４日は にっしーの日 Live in 山梨県！！！」

  出演：西山隆行・仲内拓磨・ピーチボーイズ

  Open19:00 Start19:30

  料金2,000円（1ドリンク付）

  お問い合わせ ハーパーズ・ミル　055-233-3157

  

  11/15(金)16(土)秋田・田沢湖「ペンション・サウンズグッド」

  『西山隆行とTomoki のギター＆ウクレレ・キャンプ in 田沢湖 2014』

  参加料金：２万９０００円（税込）　現地集合（交通費自費）

  （食事代、宿泊代、レッスン料、ライブ観覧料、楽譜代、全て込み）


  募集人数：１０～１５名　

  募集期間：１０月１５日（水）申し込み締切

  年齢：制限無し（未成年者は親同伴）

  申し込み先： musictail@me.com　までご連絡をお願いします。

  楽器：持参（貸出し用もありますが、基本的にはご自分の楽器をお持ちください）

  宿泊部屋：男女別で、３、４人ずつの相部屋となります。

  楽譜：キャンプ用に西山とTomokiで特別にアレンジした曲の楽譜＆CD音源を参加者へプレゼント。

  食事：両日サウンズグッド１Fのカフェにて食事をします。

  １日目夜のライブ＆パーティでは、飲み放題、パーティ料理をご用意しております。

  ２日目の１５時〜のライブは一般入場可能（料金１０００円＋ドリンク•オーダー）

  各レッスンの内容は決まり次第UPしていきます。

  

  

  ■浜田隆史 http://www.geocities.jp/otarunay/

  

  10/8(水)北海道・小樽「一匹長屋 」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open19:30 Start20:00

  料金2,500円（１ドリンク付）

  お問い合わせ tel : 0134-32-4049（一匹長屋）

  

  10/16(木)東京・国分寺「クラスタ 」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）

  超ゲスト：覆面シンガー（ギターと歌）

  Open18:00 Start19:30

  料金3,000円（２ドリンク券つき）

  お問い合わせ tel : 042-326-8184（クラスタ）

  

  10/17(金)東京・水道橋「ふらっとんTIMES 」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／伊藤 賢一（ギター）

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円（１ドリンク別オーダー）

  お問い合わせ 03-5840-8466（ふらっとんTIMES）

  

  10/18(土)埼玉・南浦和「宮内家 」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）

  オープニングアクト：一 卓嗣（ギター）

  Open18:30 Start19:30

  料金2,160円（要別途オーダー）

  お問い合わせ tel : 048-788-6033（宮内家）

  

  10/19(日)愛知・名古屋「Art & Music SPACE「源」 」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／青木 日高（ギター）

  Open18:20 Start19:00

  料金2,500円（前売･当日とも）

  お問い合わせ Tel & Fax: 052-751-2550（源）

  

  10/20(月)京都「いるか喫茶バー 」

  日本ラグタイムクラブのオフ会と、一般参加できるラグタイム交流会が開催されます。

  ラグタイムの情報交換、プチ演奏会などが予定されています。もちろん私も出ます。

  ラグタイムについて、いろいろ楽しく語らいましょう！

  15:00～17:00（オフ会） ／ 17:00～20:00（ラグタイム交流会）

  参加費：入会希望者は無料（オフ会）／1,000円（ラグタイム交流会）

  企画担当： 日本ラグタイムクラブ京都交流会事務局（青木・浜田・中岡）

  Facebook： 日本ラグタイムクラブメール： ragtime@zac.att.ne.jp

  参加型プチ・フェスティバル

  

  10/22(水)大阪・東大阪「焼酎 Live BAR 白ひげ 」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／ザビエル 大村 （ギター）

  Open19:30 Start20:00

  料金2,500円（1 Drink付）

  お問い合わせ Tel : 06-6784-2646（18:00～）

  

  10/23(木)兵庫・姫路「みんと」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／岡本 靖朗（ギター）

  Open18:30 Start19:00

  前売1,500円　当日1,800円

  お問い合わせ　Tel : 090-6604-7653（みんと）

  

  10/24(金)岡山・総社「スタジオ・ザ・ブーン 」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／土師 剛（ギター、歌）

  Open19:00 Start19:30

  前売2,000円　当日2,500円

  お問い合わせ tel: 0866-93-9781（スタジオ・ザ・ブーン）

  

  10/26(日)福岡・小倉「フォークビレッジ 」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）

  オープニング：入江龍二郎（ギター）

  Open19:00 Start19:30

  前売2,000円　当日2,500円(要ワンドリンクオーダー)

  お問い合わせ tel: 093-511-2115（フォークビレッジ）

  

  11/25(火)熊本・玉名「玉名温泉つかさの湯 」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Start20:00

  料金：無料（入浴料がかかります。一般・大人700円、小人330円）

  お問い合わせ　tel: 0968-72-7777（つかさの湯）

  

  11/26(水)熊本「ミュージックハウス　Joe-San 」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open19:00

  料金2,500円（ワンドリンク付き）

  お問い合わせ　tel: 096-380-2933（Joe-San）

  

  11/30(水)福岡・薬院「The Celts（ザ ケルツ）」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open18:00 Start19:00

  料金2,500円（ワンドリンク付き）

  お問い合わせ tel : 092-714-0112（ケルツ）

  

  

  ■ぷう吉　http://ameblo.jp/pukichi1310/

  

  9/25(木)東京・新小岩「チッピー」

  ぷう吉、Yuta Tanaka ギターライブ

  Open19:00 Start20:00

  料金2,000円（飲食代別途、飲物とフードのオーダーお願いします）

  お問い合わせ TEL：03-3653-1253

  

  9/27(土)神奈川・横浜「カンファーツリー」

  ぷう吉、Yuta Tanaka ギターライブ

  Open17:30 Start18:00

  料金2,000円（飲食代別途、要飲食オーダー）

  お問い合わせ tel: 0452112200

  

  10/14(水)大阪・北浜「地下酒場」

  ジャックスピラギター完成記念ライブ

  ジャックスピラギターで奏でる ぷう吉 & Aki Miyoshi ライブ

  Open18:00 Start19:30

  料金2,000円（飲食代別、要オーダー）

  お問い合わせ tel 06-6231-5950

  

  11/6(木)大阪・北浜「地下酒場」

  ぷう吉、さらさ ジョイントライブ

  Open18:30 Start19:30

  料金2,500円（飲食代別、要オーダー）

  お問い合わせ tel 06-6231-5950

  

  

  ■松井祐貴　http://yuki-matsui.com/

  

  10/18(土)神奈川・川崎「セルビアンナイト川崎」

  YUKI MATSUI Autumn Live 2014 in KAWASAKI

  Open16:00 Start17:00

  チケット：4,000円（自由席　整理番号無 / 1ドリンク込み）

  お問い合わせ http://eplus.jp/sys/T1U14P002131533P0050001

  

  12/20(土)神奈川・横浜「関内ホール」

  松井祐貴 SOLO LIVE “Heart-Strings”actⅡ

  Open15:30 Start16:00

  チケット：3,000円（全席指定）

  9/21よりチケット販売開始！

  http://www.kannaihall.jp/topics/2014/12/bashamichi-splmaximumvol9sololiveheart-stringsact.html

  

  

  ■丸山ももたろう　http://shonan.cside1.com/index.shtml

  

  9/26(金)大阪「Live cafe Anie」

  丸山ももたろう・西沢和弥ジョイントライブ　

  Open18:30 Start19:30

  料金3,500円（ドリンク代金別）

  お問い合わせ Anie TEL06-4305-0772

  

  

  ■矢後憲太http://acoustic-kenta-y.jimdo.com

  

  9/22(月)北海道・札幌「円山夜想 マルヤマノクターン」

  矢後憲太＆まるやまたつや『ギターだらけ。』ツアー2014 北海道編

  with 高泉コウ

  Open19:00 Start19:30

  予約2,000円　当日2,500円 要1ドリンクオーダー

  お問い合わせ 011-623-0666

  

  9/23(火)北海道・札幌「カフェ こと葉」

  矢後憲太＆まるやまたつや『ギターだらけ。』ツアー2014 北海道編

  スイーツバイキング＆ギターライブ

  with 高泉コウ

  バイキング14:00〜16:00

  ※演奏はバイキング開始から終了まで

  料金:1500円 ウェルカムソフトクリーム付き

  お問合せ:011-801-7771(担当おおなだ)

  

  10/2(木)京都「aunoun parlour」

  田中彬博＆矢後憲太 ジョイントライブ

  Open19:30 Start20:00

  料金3,500円

  お問い合わせ E-MAIL：mail@aunoun.com

  Mobile：080-3873-2121（岸本）

  

  10/3(金)兵庫・西宮「Live & Bar Uncle Jam」

  川畑トモアキ＆矢後憲太 ジョイントライブ

  Open18:30 Start19:30

  料金2,500円（別途2オーダー）

  お問い合わせ 0798-64-5405

  

  10/4(土)兵庫・姫路「岡こどもクリニック」

  クボタアツシ＆矢後憲太 ジョイントライブ

  Open18:00 Start19:00

  料金2,000円

  お問い合わせ 079-243-0373

  

  10/5(日)愛知・名古屋「源」

  矢後憲太ライブ

  Open16:20 Start17:00

  前売2,300円 　当日2,500円

  お問い合わせ http://live-gen.musical.to

  

  Acoustic Guitar World Presents

  ソロギターコンサート　Dramatic!!

  

  出演：小松原俊　http://www.shun-komatsubara.com/home.htm

  　　　田中彬博　http://tanakaakihiro.com

  　　　Shohei Toyoda　http://shoheitoyoda6.wix.com/english#!__japanese

  　　　矢後憲太　http://acoustic-kenta-y.jimdo.com

  オープニングアクト：奏帆　http://www.kanaho.com　

  

  ■日程：2014年11月29日(土)16:00開場　16:30開演

  

  ■会場：古賀政男音楽博物館内けやきホール

  　　　〒151-0064 東京都渋谷区上原三丁目6－12

  　　　小田急線、地下鉄千代田線 代々木上原駅下車　徒歩3分

  　　　http://www.koga.or.jp/hall/

  

  ■料金：前売3,500円　当日4,000円(全席自由)

  

  ■チケット発売：8月30日(土)10:00から販売開始

  　★ホームページ上で販売

  　★チケットぴあ　パソコン：http://ticket.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1437853

  　 　　　　　　 携帯電話 ：http://m.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1437853

  　　　スマートフォン：http://md-ticket.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1437853

  　★イープラス　http://eplus.jp/sys/T1U14P0010843P006001P002135001P0030001

  　★LAST GUITAR　店頭で販売

  

  ■お問い合わせ　Acoustic Guitar World 　mail　info@aco-world.com

  ■協賛・協力：LAST GUITAR、sign-pole records、solo-gutar.info

  

  

  ■吉川忠英　https://www.facebook.com/chuei.yoshikawa

  

  9/22(月)北海道・遠軽「BAR eve」

  『AKI-CHU 北海道 紋別・道東ツアー2014』

  吉川忠英・田中彬博

  Open18:00 Start19:00

  料金2,500円

  お問い合わせ　0158-42-3327 (BAR eve)

  

  9/23(火)北海道・西興部「ホテル森夢（リム」

  『AKI-CHU 北海道 紋別・道東ツアー2014』

  吉川忠英・田中彬博

  Open17:30 Start18:00

  料金2,000円

  お問い合わせTel.090-1645-9450（K音楽サークル 小崎 ）

  

  9/26(金)北海道・標茶「喫茶ぽけっと」

  『AKI-CHU 北海道 紋別・道東ツアー2014』

  吉川忠英・田中彬博

  Open19:00 Start19:30

  前売3,000円当日3,500円 (1ドリンク付)　

  お問い合わせ　Tel: 015-485-2918 (喫茶ぽけっと)

  

  9/27(土)北海道・美幌「プチ・パーティー」

  『AKI-CHU 北海道 紋別・道東ツアー2014』

  吉川忠英・田中彬博

  Open19:00 Start19:30

  前売3,000円当日3,500円 (1ドリンク別)　

  お問い合わせ　Tel: 0152-73-2227 (プチ・パーティー)

  

  9/28(日)北海道・滝上「たきのうえホテル渓谷」

  『AKI-CHU 北海道 紋別・道東ツアー2014』

  吉川忠英・田中彬博

  Open18:00 Start18:30

  前売2,000円当日2,500円 (1ドリンク別)　

  お問い合わせ Tel: 0158-29-3399 (たきのうえホテル渓谷)

  

  10/7(火)長野・諏訪「酒ぬのや本金酒造 酒蔵」

  本金Guitarライブ

  吉川忠英

  オープニングアクト：バムクーヘン

  Open18:30 Start19:00

  料金3,000円 (本金の銘柄試飲できます)　

  お問い合わせ 酒ぬのや本金酒造　TEL0266-58-0161

  

  10/8(水)長野・千曲「姨捨山　長楽寺」

  17:30開場

  18:00〜「信州さらしな月の里唄」踊り

  18:15〜「さらしな棚田BAND」演奏

  18:30〜19:30 吉川忠英ライブ

  19:30〜20:30 懇親会

  会費：2000円（経費を除きお布施となります）

  ＊ご予約の方には棚田米のごはんをご用意します。是非ご予約ください。

  お問い合わせ

  木の花屋本店 Tel.026‐274‐3001（担当：宮城）

  姨捨山 長楽寺 Tel.026‐273‐3578

  

  10/13(月)京都「京料理 清和荘」

  吉川忠英 × 田中彬博 “AKI-CHU” in 清和荘

  Open17:30 Start18:00

  料金4,000円

  お問い合わせTel: 075-641-6238 (清和荘)

  または　info@seiwasou.com (清和荘)　まで。

  

  10/14(火)岡山・津山「珪藻土の館(空間工房)」

  吉川忠英 × 田中彬博 “AKI-CHU”

  Open18:30 Start19:30

  前売3,500円　当日4,000円（1ドリンク付）

  お問い合わせ　0868-24-6656／メール info@coocankobo.com

  

  10/17(金)広島「芸北オークガーデン 森林の館」

  吉川忠英 × 田中彬博 “AKI-CHU Acoustic Tour 2014”

  Open18:30 Start19:00

  前売2,500円当日3,000円 (1ドリンク付き)　

  お問い合わせ　Tel: 090-1180-2091 (小松)

  

  10/18(土)広島・三次「みよし本通りMORITOU」

  AKI-CHU in MORITOU “OMISE de LIVE”

  吉川忠英 × 田中彬博

  Open19:00 Start19:30

  前売3,000円当日3,500円

  お問い合わせ Tel: 0824-62-2249 (10:00〜18:00 水曜定休 / MORITOU)

  

  10/19(日)岡山・児島「ナッシュサーフアメリカン」

  AKI-CHU in Naish Surf American

  吉川忠英 × 田中彬博

  Open17:30 Start19:00

  前売3,500円当日4,000円(１ドリンク付き)

  お問い合わせ Tel: 086-470-0150 (ナッシュサーフアメリカン）

  

  11/15(土)大分・豊後大野「おくぶんご緒方荘(おがたのしょう) 俚楽(りがく)の郷伝承体験館」

  吉川忠英"九州火の国 ヤジギター道中2014”＠豊後大野[おくぶんご緒方荘 俚楽の郷伝承体験館]

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円当日3,500円(１ドリンク付き)

  お問い合わせ おくぶんご緒方荘 俚楽の郷伝承体験館

  　Tel.0974-42-4822／Fax.050-3737-8057

  　(休館火曜日）

  

  

  ■わたなべゆう　http://ukiwaboy.petit.cc/apple1/

  

  9/23(火)大阪・西梅田「Billboardlive大阪」

  ～ORB Premium Music Festival in Osaka @BillboardliveOsaka～

  出演：anry, Unlimited tone feat 松藤量平, SAKURA, Jonte, 竹本健一, 野口亮, わたなべゆう

  Open14:30 Start15:00

  レギュラー 4,900円

  ステージサイド 5,900円

  DXボックス（2枚ペア） 14,000円

  （税込・1D500円別途）

  お問い合わせ https://tixee.tv/event/detail/eventId/6256

  

  9/26(金)愛知・新城「フィールドエスコート」

  ～わたなべゆうソロライブ～

  Open19:00 Start19:30

  前売2,000円　当日2,200円

  高校生以下前売り1,000円　当日1,200円

  お問い合わせ　watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  9/27(土)愛知・名古屋「源」

  ～わたなべゆうソロライブ～

  Open18:20 Start19:00

  前売2,500円　当日2,800円

  

  9/28(日)大阪・茨木「ＣＡＦＥ　なかちよ」

  ～わたなべゆうソロライブwithあしゆ～

  出演：わたなべゆう（ギター）、池田安友子（パーカッション）、上原周平（ベース）

  Open18:30 Start19:00

  料金2,000円（別途お食事代￥１１００）

  お問い合わせ　Tel: 072-624-1980

  web: http://cafe-nakachiyo.net/

  

  10/4(土)滋賀・大津「なぎさのテラス特設会場」

  ～NAGISA MUSIC LIFE 2014～

  出演：常国高史、アルケミスト、大沢伸一、K-SUKE、わたなべゆう　and more...

  Open12:00 Start13:00

  料金1,500円 ※小学生以下無料

  お問い合わせ watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  10/5(日)大阪・桃谷「ＣＡＦＥ　アニィー」

  ～わたなべゆうギターレッスン課題曲『ガーベラ』＆『ふるさと』～

  14:00〜16:00

  料金3,000円 （１ドリンク付き） ※団体レッスンになります。

  お問い合わせ 06-4305-0772

  

  10/5(日)大阪・桃谷「ＣＡＦＥ　アニィー」

  ～わたなべゆうソロライブ～

  Open16:30 Start17:00

  料金2,500円 （別途１ドリンク）

  ※ギターレッスンに参加された方は１ドリンク付き2,500円とさせていただきます！

  お問い合わせ 06-4305-0772

  

  10/11(土)大阪「タルトメッセ」

  ～わたなべゆうソロライブ～

  1st 13:00Open　13:30Start

  2nd 15:00Open　15:30Start

  前売2,300円 　当日2,500円（１ドリンク＆タルト付き）※１stステージのみお子様（１０才未満）￥１５００でご入場頂けます。

  お問い合わせ　06-6774-0804

  または→watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  10/13(月)大阪・高石「みぃあ食堂」

  ～わたなべゆうソロライブ～

  Open12:00 Start13:00

  料金3,000円 （お食事付き）

  食べたいもののリクエストがありましたら→watanabeyuumaru@yahoo.co.jp まで！ 可能な範囲でみぃあさんが作ってくれます！

  ご予約もこちらまで→watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  お店お問い合わせ→072-249-9841

  

  10/25(土)大阪・茨木「ＣＡＦＥ　なかちよ」

  ～わたなべゆうソロライブ～

  Open18:30 Start19:00

  料金2,000円 （別途お食事代1,100円）

  お問い合わせ　Tel: 072-624-1980

  web: http://cafe-nakachiyo.net/

  

  11/9(日)富山「Blue Guitars　2F L1ホール」

  ～わたなべゆうインストアライブ～

  Open18:30 Start19:00

  前売2,000円 　当日2,500円

  お問い合わせ　TEL:076-433-0165

  

  11/29(土)大阪・枚方「モガジョガダイニング」

  ～わたなべゆうソロライブ～

  Open17:30 Start18:00

  料金2,500円

  お問い合わせ　watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  お店お問い合わせ→072-846-3535

  

  12/14(日)大阪・江坂「ESAKA MUSE」

  わたなべゆうワンマンライブvol.15 ～マクのクリスマクスペシャル～

  出演：わたなべゆう（ギター）　初田悦子（歌＆朗読）　池田安友子（パーカッション）　上原周平（ベース）

  スペシャルゲスト：アルケミスト（歌＆ピアノ）　渡辺悠（ボイスパーカッション）

  Open16:00 Start17:00

  前売3,300円　当日3,500円（ともに別途１ドリンク）

  お問い合わせ　watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  プレイガイド：ぴあ P=241-039　　ローソン L=54814

  

  2015年

  3/1(日)愛知・武豊「ゆめたろうプラザ　響きホール」

  わたなべゆうアコースティックギターコンサート　～春の音色～

  出演：わたなべゆう（アコースティックギター）　

  ゲスト：アルケミスト（歌＆ピアノ）　渡辺悠（ボイスパーカッション）

  Open12:30 Start13:00

  前売1,200円　当日1,500円※保護者（１６才以上）１名につき小学生以下のお子様２名まで無料でご入場できます。（小学生以下のお子様のみのご入場はご遠慮下さい。）

  お問い合わせ watanabeyuumaru@yahoo.co.jp



  後記

  


  およそ2年ぶりとなるT-cophonyのインタビュー、前回同様かなりのロングインタビューとなりました。

  音楽性や自身の性格など、前回のインタビューで聞くことができたので、この時は2度目のインタビューは聞くことがないだろうと思っていたが、去年からソロでライブを行ったり、レーベルに所属してアルバムをリリースするなど、活動内容が大きく変わってきた。

  これまでライブを避け、一度所属したレーベルの経験から、もうレーベルに所属することは無いと話していたので、かなり心境の変化があったと思い、2度目のインタビューとなりました。

  

  ある意味心境の変化ではあると思いますが、本質は全く変わっていませんでした。ライブを好きではないという気持ちを持ちつつも、その中に楽しさを見いだしたり、レーベルの所属も自分の考え、活動を変えないことが前提なので、レーベルに所属するメリットを見つけることができたようです。

  

  音楽に対する考えは変わっておらず、そこに執着もなく、相も変わらず独特な感性を維持しているようです。新作の曲もT-cophonyらしい。暗い曲が少なくなっていることをファンからも指摘されてはいるが、収録していないだけで曲はできているということ。レーベルからの再リリース第一弾ということもあり、あまりマニアックな曲は避けたようです(笑)。今後は何かしらの形で発表されるのではないでしょうか。

  

  前回もそうでしたが、T-cophonyはことあるごとに「期待しないでください」と言います。これは、次の作品の質が落ちるとかではなく、音楽活動がいつ止まってしまうかがわからないという意味です。レーベルに所属はしましたが、精神的に不安定なのは変わらず、急に音楽をやめてしまう可能性が常につきまといます。

  9月に入り、ライブ、イベントを行うようになりましたが、これも先々続く保証がありません。

  T-cophonyの世界観を生で体験できるチャンスは、結果的にはどうなるかわかりませんが、常に希少と思っていた方がよいでしょう。

  それでも、ライブ活動はこれからもずっと続けてくれることを期待しています。

  

  

  シゲエダ ユズル

  

  


  


  Acoustic Guitar World



  ・web：http://www.aco-world.com/

  ・Facebook：http://www.facebook.com/acoguitarworld

  ・Twitter：https://twitter.com/AcoGuitarWorld

  

  問い合わせ：info@aco-world.com
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